
 
 

 

 
 

教 師 用 指 導 ポ イ ン ト 集 

～男女共同参画社会の形成に向けて～ 
 
 
 
 

【活用される先生方へ】 

「男はこうあるべき」「女はこうあるべき」などの思い込みや決めつけは、社会や文
化の影響によって作られた固定観念の一つであり、時代や文化によって異なるもので
す。 
 固定観念による思い込みや決めつけがマイナスの感情と結びつくと偏見になり、あ
る特定の属性を有しているという理由だけで嫌ったり避けたりして差別を生み出す
ことがあります。（例：外国人の入居拒否、感染者（ＨＩＶ感染者・ハンセン病）に
対する偏見） 
県では、「ジェンダー※」に敏感な視点を持って、身の回りをはじめとした全ての面
を見ることは、偏見・差別などの人権侵害を正しく理解するために重要であり、人は
性別・年齢・体格・利き腕・障がい・言語などあらゆる面で異なる多様な存在である
こと、その多様性にこそ価値があるものとの信念に立ち、一人ひとりの個性が尊重さ
れ、自分らしく生きることができる社会の形成を目指し、その一環として、男女平等
に関する教育の充実を図る取り組みを進めています。 
※ 「ジェンダー」  
生物学的な性差に対し、「男は仕事、女は家庭」といった性別による固定的役割分
担など社会的、文化的につくられた性差を「ジェンダー」といいます。 
 

 

＊次代の親づくり推進啓発プロジェクト教師用指導ポイント集（資料編を含む）の電子

データは、福島県男女共同参画ホームページ（http://www.pref.fukushima.jp/danjo/）

からダウンロードできます。ワークシートの加工等の際にぜひ御利用ください。 
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次代の親づくり推進啓発プロジェクト 教師用指導ポイント集 

 
 
教師用指導ポイント集 小学校版 
《小学校展開例1》大人になったら…·········································(小)1 

ワークシート1·················································(小)2 
《小学校展開例2》家庭生活を見つめてみよう·································(小)3・4 

ワークシート2 ················································(小)5 
《小学校展開例2と関連させた実践活動例》 ··································(小)6 

ワークシート2-1···············································(小)7 
《小学校展開例3》働くことについて考えよう·································(小)8 

ワークシート3·················································(小)9 
《小学校展開例4》ともに生きる社会について考えよう ·························(小)10・11 

ワークシート4·················································(小)12 
《小学校展開例5》「基本的人権」について考えよう ····························(小)13 

ワークシート5 ················································(小)14 
単元シラバス（学習計画） ················································(小)15～21 

 
教師用指導ポイント集 中学校版 
《中学校展開例1》家庭の仕事と役割分担について考えよう ·····················(中)1・2 

ワークシート1 ················································(中)3・4 
《中学校展開例1（パターン２）》家族の協力について考えよう ··················(中)5・6 

ワークシート1-2···············································(中)7～9 
《中学校展開例2》「女らしさ」、「男らしさ」ってなんだろう ····················(中)10 

ワークシート2·················································(中)11・12 
《中学校展開例3》ジェンダーについて考えよう·······························(中)13 

ワークシート3·················································(中)14 
《中学校展開例3（パターン２）》男女の協力について考えよう ··················(中)15・16 

ワークシート3-2···············································(中)17～19 
《中学校展開例4》人権について考えよう·····································(中)20・21 

ワークシート4 ················································(中)22 
《中学校展開例5》進路について考えよう·····································(中)23・24 

ワークシート5·················································(中)25・26 
 
教材の活用事例 
《教材展開例》 ····························································(教材)1 

ワークシート1 ················································(教材)2・3 
すごろく問題カードの答え ················································(教材)4・5 
問題カード例 ····························································(教材)6 
 
参考 
 「次代の親づくり」協力校実践例 ··········································(参考)1・2 
 ゲストティーチャーをお探しの時には・・ ··································(参考)3 
 福祉教育・ボランティア学習を行う場合には（各市町村社会福祉協議会一覧）···(参考)4～6 
 福島県男女共生センター図書室小・中学校向け映像資料一覧···················(参考)7～9 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
資料編 
【資料  1】海野由紀子さん 栁堀あや子さん ·································· (資)1 

森山 正通さん 野木 泉さん ···································· (資)2 
佐藤 宏幸さん 影山 桂子さん ·································· (資)3 

【資料  2】共働き世帯数の推移 ·············································· (資)4 
【資料  3】夫婦の役割分担意識 ·············································· (資)4 
【資料  4】夫婦の生活時間 ·················································· (資)4 
【資料  5】仕事時間の各国比較 ·············································· (資)5 
【資料  6】育児休業取得率の推移〔福島県〕 ·································· (資)5 
【資料  7】男性は育児休業を取得すべきか ···································· (資)5 
【資料  8】女性の年齢階級別労働力率 ········································ (資)6 
【資料  9】雇用形態別構成 ·················································· (資)6 
【資料 10】女性の就業者割合と管理的職業従事者割合··························· (資)7 
【資料 11】男女雇用機会均等法 ·············································· (資)7 
【資料 12】男女間の賃金格差 ················································ (資)7 
【資料 13】福島県における職業別男女比 ······································ (資)8 
【資料 14】国際婦人年以降の女性問題の動き ·································· (資)9・10 
【資料 15】県の審議会等における女性委員の登用状況··························· (資)11 
クイズコーナー ····························································· (資)12 
ジェンダーチェック（小学生向け） ··········································· (資)13 
ジェンダーチェック（中学生向け） ··········································· (資)14 
ジェンダーチェック（保護者向け） ··········································· (資)15 
ジェンダーチェック（教師向け）············································ (資)16 
【参考】男女共同参画ティーンズメッセージ ··································· (資)17 
男女共同参画と人権にかかわる用語集 ········································· (資)18・19 
男女共同参画と人権にかかわる法律等 ········································· (資)20・21 
福島県の条例の体系 ························································· (資)22 
ふくしま男女共同参画プランの体系 ··········································· (資)23 
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～はじめに 次代の親づくり推進啓発プロジェクトとは～ 

１ 「次代の親づくり」授業の目的 

  思考の柔軟な小・中学校の義務教育段階から、「女はこうあるべき」「男はこうあるべ
き」などの性別による固定観念にとらわれず、児童生徒一人ひとりが自分の意思に基づ
いて、進路を選択していく力を身に付けさせるとともに、「男は仕事、女は家事・育児」
というような固定的性別役割分担意識をもたずに、男女が協力しあって家庭を築いてい
くことや、男女がともに子育てをしていくことの大切さを理解させ、次代の親となる児
童生徒を育成することを目的としています。 

 

２ 「次代の親づくり」授業のねらい 

（１） 人権・ジェンダーへの気付き 
（２） 「性別による固定的役割分担意識」の気付き 
（３） 性別にとらわれない進路の選択 
 

３ 対象学年及び教科 

（１） 対象学年 
この「次代の親づくり推進啓発プロジェクト 教師用指導ポイント集」では、対象
学年を 
◇小学校５年生、６年生、中学校１年生 
として作成しましたが、各学校の実態に応じ、他の学年でも使用いただければ幸いで
す。 

 
（２） 教科・時間数 
   学校の裁量により授業実施をお願いします。 
  〈想定される教科等〉 
   社会科・家庭科・道徳・特別活動・総合的な学習の時間など 
※展開例には、想定される教科名・時間数を記載していますが、基本的には教科等は
特定せず、学校の裁量により授業を展開してください。授業時間数もあくまで目安で
あり、学校の実態によって授業時間を増減するなど、柔軟に展開例を御活用ください。 

 

４ 授業実施の系統性 

  系統だった授業展開が、「次代の親づくり」授業の理解の浸透に最も効果的であり、重
要と思われます。系統だった授業実施のための展開例の進め方（順番）を後に記してい
ます。  
ぜひ、御参考にしてください。 

 
 
 
 
 



ふくしま男女共同参画プランにおける男女平等教育の概要 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 人格形成過程において、固定的な性別役割分担意識が形成されることがないように、人権尊重を
基盤とし、男女平等・自立意識の確立に向けた学校教育を目指す。 
 
 ○ 人権尊重に立脚した男女共同参画の理解を育む 
 ○ 性別にとらわれず、個性を生かして主体的に生き方を選択できるよう、男女平等の視点に立っ

た進路指導の充実を図る。 

学校教育におけるジェンダーにとらわれない男女平等教育の推進 

 
 
 日常の学習指導において各教科等の本来のねらいを達成する教育活動を推進する中で男女平
等教育のねらいを実現する。 

学  習  指  導  要  領  の  趣  旨  に  則  っ  た  指  導  

 
・ 性別にとらわれず、主体的に生き方を選択できる児童生徒を育成
する。 

・ 性別による固定的役割分担にとらわれず、協力し助け合うことの
できる児童生徒を育成する。 

 

目 的

男女平等教育のねらいと育てたい資質・能力、態度 

◆ねらい 
１ 人権・ジェンダーへの気付き 
２ 性別による固定的役割分担意識の気付き 
３ 性別にとらわれない進路の選択 

◆育てたい資質・能力、態度 
１ 豊かな心の育成 
２ 性差の正しい認識 
３ 自立する力の育成 
４ 実践的態度の育成 

 
１ キャリア教育の充実・・・・・・・一人一ひとりが個性と能力を十分に発揮し、自らの意思と責

任で進路を選択することができるように進路指導の充実を
図る。 
 

２ 体験的な活動・・・・・・・・・・・・体験活動を積極的に活用し、男女共同参画についての関心・
意欲・技能・知識・理解を深める。 
 

３ 家庭・地域社会との連携・・・・・学校での学習内容が家庭や地域社会での生活に活かせるよ
う、家庭・地域社会と連携して推進することが重要である。
また、各教科等の特性に応じて地域のゲストティーチャーを
活用するなど、効果的な授業を展開する。 

男  女  平  等  教  育  を 行 う 上 で の 工 夫 



 
 
 
【各教科等との関連】（現行学習指導要領） 

 小1 小2 小3 小4 小5 小6 

生活科 

○ 家庭生活を支えて
いる家族のことや自
分でできることなど
について考え、自分
の役割を積極的に果
たすことができるよ
うにする。 

 

社会科 

  ○ 現在の我が国の民主
政治は日本国憲法の基
本的な考え方に基づい
ていることを考えるよ
うにする。 
・日本国憲法は、国民
としての権利及び義務
など国家や国民生活の
基本を定めているこ
と。 

家庭科 
 ○ 家庭生活に関心をもって、家庭の仕事や家

族との触れ合いができるようにする。 

 
 
道徳 
 
 

 

○ 友達と仲よくし、助
け合う。 
○ 父母、祖父母を敬愛
し、進んで家の手伝
いなどをして、家族
の役に立つ喜びを知
る。 

○ 友達と互いに理解
し、信頼し、助け合
う。 
○ 父母、祖父母を敬
愛し、家族みんなで
協力し合って楽しい
家庭をつくる。 

○ 互いに信頼し、学び合って友情を深め、男
女仲よく協力し助け合う。 
○ 日々の生活が人々の支え合いや助け合い
で成り立っていることに感謝し、それにこた
える。 
○ 父母、祖父母を敬愛し、家族の幸せを求め
て、進んで役に立つことをする。 

総合的な学習
の時間 

 ○ 自ら学び、自ら考える力を育成する。 
○ 自己の生き方を考えることができるようにする。 

学級活動 
○ 日常の生活や学習への適応及び健康や安全に関すること。 
・希望や目標をもって生きる態度の形成 
・望ましい人間関係の育成 

 
 中1 中2 中3 

社会科 
（公民） 

 ○ 家族や地域社会などの機能を扱い、人間は本
来社会的存在であることに着目させ、個人と社
会との関わりについて考えさせる。その際に、
現在の家族制度における個人の尊厳と両性の本
質的平等などに気付かせる。 
○ 人間の尊重についての考え方を、基本的人権
を中心に深めさせる。 

技術・家庭科 
（家庭分野） ○ 家庭や家族の基本的な機能を知り、家族関係をよりよくする方法を考える。 

道徳 
 

○ 男女は、互いに異性についての正しい理解を深め、相手の人格を尊重する。 
○ 父母、祖父母に敬愛の念を深め、家族の一員としての自覚をもって充実した家庭生活を築く。 

総合的な学習
の時間 

○ 自ら学び、自ら考える力を育成する。 
○ 自己の生き方を考えることができるようにする。 

学級活動 

○ 個人及び社会の一員としての在り方、健康や安全に関すること。 
・自己及び他者の個性の理解と尊重 
・男女相互の理解と協力 
○ 学業生活の充実、将来の生き方と進路の適切な選択に関すること。 
・望ましい職業観・勤労観の形成 
・主体的な進路の選択と将来設計 

 
 
 
 
 



 
 
 
【各教科等との関連】（新学習指導要領） 

 小1 小2 小3 小4 小5 小6 

生活科 

○ 家庭生活を支えて
いる家族のことや自
分でできることなど
について考え、自分
の役割を積極的に果
たすことができるよ
うにする。 

 

社会科 

  ○ 現在の我が国の民主政
治は日本国憲法の基本的
な考え方に基づいている
ことを考えるようにする。 
・日本国憲法は、国民とし
ての権利及び義務など国
家や国民生活の基本を定
めていること。 

家庭科 
 ○ 家庭には自分や家族の生活を支える仕事が

あることが分かり、自分の分担する仕事ができ
ること。 

 
 
道徳 
 
 

 

○ 友達と仲よくし、助
け合う。 
○ 父母、祖父母を敬愛
し、進んで家の手伝
いな どをして、家
族の役に立つ喜びを
知る。 

○ 友達と互いに理
解し、信頼し、助け
合う。 
○ 父母、祖父母を敬
愛し、家族みんなで
協力し合って楽し
い家庭をつくる。 

○ 互いに信頼し、学び合って友情を深め、男女
仲よく協力し助け合う。 
○ 日々の生活が人々の支え合いや助け合いで
成り立っていることに感謝し、それにこたえ
る。 
○ 父母、祖父母を敬愛し、家族の幸せを求めて、
進んで役に立つことをする。 

総合的な学習
の時間 

 ○ 自ら学び、自ら考える力を育成する。 
○ 自己の生き方を考えることができるようにする。 

学級活動 
○ 日常の生活や学習への適応及び健康安全 
・希望や目標をもって生きる態度の形成 
・望ましい人間関係の育成 

 
 中1 中2 中3 

社会科 
（公民） 

 ○ 人間は本来社会的存在であることに着目させ、社
会生活における物事の決定の仕方、きまりの意義に
ついて考えさせ、現代社会をとらえる見方や考え方
の基礎として、対立と合意、公立と公正などについ
て理解させる。その際に、現在の家族制度における
個人の尊厳と両性の本質的平等などに気付かせる。 
○ 人間の尊重についての考え方を、基本的人権を中
心に深めさせ、法の意義を理解させる。 

技術・家庭科 
（家庭分野） ○ これからの自分と家族とのかかわりに関心をもち、家族関係をよりよくする方法を考える。 

道徳 
 

○ 男女は、互いに異性についての正しい理解を深め、相手の人格を尊重する。 
○ 父母、祖父母に敬愛の念を深め、家族の一員としての自覚をもって充実した家庭生活を築く。 

総合的な学習
の時間 

○ 自ら学び、自ら考える力を育成する。 
○ 自己の生き方を考えることができるようにする。 

学級活動 

○ 適応と成長及び健康安全 
・自己及び他者の個性の理解と尊重 
・男女相互の理解と協力 
○ 学業と進路 
・望ましい勤労観・職業観の形成 
・主体的な進路の選択と将来設計 

 
 
 
 



○ 系統だった授業実施のための展開例の進め方（順番）を記しています。
ぜひ参考にして、系統性のある指導に取り組んでください。 

（現行学習指導要領版） 

学年 人権・ジェンダーへの 
気付き 

性別による固定的役割
分担意識の気付き 

性別にとらわれない 
進路の選択 

現行学習指導要領等 
との関連 

小学5年 

小学6年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【学級活動】 
○日常の生活や学習への適応
及び健康や安全に関すること。 
・希望や目標をもって生きる態
度の形成 
・望ましい人間関係の育成 
 
【家庭科】 
○家庭生活に関心をもって、家
庭の仕事や家族との触れ合い
ができるようにする。 
 
【社会科】 
○現在の我が国の民主政治は
日本国憲法の基本的な考え方
に基づいていることを考える
ようにする。 
・日本国憲法は、国民としての
権利及び義務など国家や国民
生活の基本を定めていること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

中学1年 

～ 

中学３年 

 

 

 

 

 

   【技術・家庭科（家庭分野）】 
○家庭や家族の基本的な機能
を知り、家族関係をよりよくす
る方法を考える。 
【道徳】 
○男女は、互いに異性について
の正しい理解を深め、相手の人
格を尊重する。 
○父母、祖父母に敬愛の念を深
め、家族の一員としての自覚を
もって充実した家庭生活を築
く。 
【学級活動】 
○個人及び社会の一員として
の在り方、健康や安全に関する
こと 
・自己及び他者の個性の理解と
尊重 
・男女相互の理解と協力 
○学業生活の充実、将来の生き
方と進路の適切な選択に関す
ること。 
・望ましい職業観・勤労観の形
成 
・主体的な進路の選択と将来設
計 

①【学級活動】 男女共同参画用教材の活用（導入として活用）

②【技術・家庭科】 
  展開例中１：家庭の仕事と役割分担について考
えよう 
    ２時間・P中１～P中４ 
    【道徳】 
  展開例中１－２：家族の協力について考えよう 
    １時間・P中５～P中９ 

③【学級活動】 
 展開例中２：「女らしさ」、「男らしさ」ってなんだろう 
  １時間・P中１０～P中１２ 

④【学級活動】 
 展開例中３：ジェンダーについて考えよう 
   １時間・P中１３～P中１４ 
【道徳】 

 展開例中３－２：男女の協力について考えよう 
   １時間・P中１５～P中１９ 

⑦【学級活動】 男女共同参画用教材の活用（これまでの学習の確認） 

②【学級活動】 
展開例小１：大人になったら 
 １時間・P小１～P小２ 

⑤【学級活動】 
 展開例中４：人権について考えよう 
   ２（１）時間・P中２０～P中２２ 

⑥【学級活動】 
 展開例中５：進路について
考えよう 
 ２時間・P中２３～P中２６ 

男女共同参画社会の学習へつなげる 

④【学級活動】 男女共同参画用教材の活用（これまでの学習の確認） 

⑥【学級活動】
展開例小４：ともに生き
る社会について考えよう 
２（１）時間 
P小１０～P小１２ 

⑦【社会科】 
展開例小５：「基本的人
権」について考えよう 
２（１）時間 
P小１３～P小１４ 

⑧【学級活動】 男女共同参画用教材の活用（これまでの学習の確認） 

①【学級活動】 男女共同参画用教材の活用（導入として活用） 

⑤【学級活動】 
展開例小３：働くことについて考えよう 
１時間・P小８～P小９ 

③【家庭科】 
 展開例小２：家庭生活を見つめて
みよう 
   １時間・P小３～P小５ 
   実践編：家庭での実践活動 
   ２時間・P小６～P小７ 



（新学習指導要領版）

学年 人権・ジェンダーへの 
気付き 

性別による固定的役割
分担意識の気付き 

性別にとらわれない 
進路の選択 新学習指導要領等との関連 

【学級活動】 
○日常の生活や学習への適応
及び健康安全 
・希望や目標をもって生きる態
度の形成 
・望ましい人間関係の育成 
 
【家庭科】 
○家庭には自分や家族の生活
を支える仕事があることが分
かり、自分の分担する仕事がで
きること。 
 
【社会科】 
○現在の我が国の民主政治は
日本国憲法の基本的な考え方
に基づいていることを考える
ようにする。 
・日本国憲法は、国民としての
権利及び義務など国家や国民
生活の基本を定めていること。 

小学5年 

小学6年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学1年 

～ 

中学３年 

 

 

 

 

   【技術・家庭科（家庭分野）】 
○これからの自分と家族との
かかわりに関心をもち、家族関
係をよりよくする方法を考え
る。 
 
【道徳】 
○男女は、互いに異性について
の正しい理解を深め、相手の人
格を尊重する。 
○父母、祖父母に敬愛の念を深
め、家族の一員としての自覚を
もって充実した家庭生活を築
く。 
 
【学級活動】 
○適応と成長及び健康安全 
・自己及び他者の個性の理解と
尊重 
・男女相互の理解と協力 
○学業と進路 
・望ましい勤労観・職業観の形
成 
・主体的な進路の選択と将来設
計 
 
 
 

③【学級活動】 
展開例中２：「女らしさ」、「男らしさ」ってなんだろう 
 １時間・P中１０～P中１２ 

④【学級活動】 
 展開例中３：ジェンダーについて考えよう 
   １時間・P中１３～P中１４ 
【道徳】 

 展開例中３－２：男女の協力について考えよう 
   １時間・P中１５～P中１９ 

⑦【学級活動】 男女共同参画用教材の活用（これまでの学習の確認） 

⑤【学級活動】 
 展開例中４：人権について考えよう 
   ２（１）時間・P中２０～P中２２ 

⑥【学級活動】 
 展開例中５：進路について
考えよう 
 ２時間・P中２３～P中２６ 

男女共同参画社会の学習へつなげる 

①【学級活動】 男女共同参画用教材の活用（導入として活用）

③【家庭科】 
 展開例小２：家庭生活を見つめて
みよう 
   １時間・P小３～P小５ 
   実践編：家庭での実践活動 
   ２時間・P小６～P小７ 

②【学級活動】 
 展開例小１：大人になったら 
   １時間・P小１～P小２ 

④【学級活動】 男女共同参画用教材の活用（これまでの学習の確認） 

⑥【学級活動】
展開例小４：ともに生き
る社会について考えよう 
２（１）時間 
P小１０～P小１２ 

⑧【学級活動】 男女共同参画用教材の活用（これまでの学習の確認） 

①【学級活動】 男女共同参画用教材の活用（導入として活用） 

⑤【学級活動】 
 展開例小３：働くことについて考えよう 
   １時間・P小８～P小９ 

⑦【社会科】 
展開例小５：「基本的人
権」について考えよう 
２（１）時間 
P小１３～P小１４ 

②【技術・家庭科】 
  展開例中１：家庭の仕事と役割分担について考
えよう 
    ２時間・P中１～P中４ 
    【道徳】 
  展開例中１－２：家族の協力について考えよう 
    １時間・P中５～P中９ 



 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 教師用指導ポイント集小学校版には、展開例に対応した単元シラバス（学習

計画）をワークシートとあわせて掲載しています。各展開例のワークシートと

記入内容が重なる部分については、児童の実態に応じて、どちらに記入するの

が効果的か御判断のうえ、御活用ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



《小学校展開例１》 
１ 題材名  大人になったら・・・（学級活動） 
２ 学習のねらい  
○ 職業を考えるとき、ジェンダーにとらわれた職業観で選ぶのではなく、自
分らしさが発揮できる仕事に就くことが大切であることに気付くことができ
る。 

３ 展開例 
 ○ 授業時間の目安    １時間 
 ○ 活用するワークシート ワークシート１ 

学 習 活 動 ・ 内 容 教師の指導ポイント 
１ アンケートの結果を基に、将来の自分の
夢、就きたい職業について話し合う。 
 
 
２ 本時のめあてをとらえる。 
将来の夢（職業）について考えよう。 
３ クイズを行う。 
 
 
 
 
４ 職種を男女別に分けるワークシート１を
用い、自分の考えを記入する。 
 
 
 
 
 
５ ワークシート１をもとに、全体で話し合
う。 
 
６ ゲストティーチャーの話を聞く。 

または、自分らしく仕事をしている人の
資料や写真を見る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 今まで仕事について持っていたイメージ
が、ジェンダーにとらわれていたかどうか
をまとめる。 
８ ３と同じクイズを行う。 
 
９ 今日の学習を通して思ったこと、考えた
ことをワークシート１に書く。 
10 学習のまとめをする。 

○ 事前に将来の夢についてのアンケートを
とっておく。 
○ 事前に男女共同参画用教材を活用し、児
童の関心を高めておく。 
 
 
○ 資料編（Ｐ資 12）のクイズを行い、固定
的性別役割分担意識について調べる。しか
し、答えはまだ発表しない。 
※ ワークシートの仕事の欄は、児童の実態
に応じて項目を修正・削除し活用する。 
○ 仕事について持っているイメージが、ジ
ェンダーにとらわれていることに気付くこ
とができるようにする。 
【別紙ワークシート１を参照】 
※ 時間が足りなくなる場合は、わけの欄の
記入を省略し、話し合いの段階で理由を発
表させ、理解を深めていく。 
○ 児童に配付したワークシートと同じ物を
拡大コピーし、話し合った結果をもとにま
とめていく。 
○ ゲストティーチャーや資料編の資料１の
写真を提示し、自分らしく生きている人た
ちの言葉等を紹介する。 
※ ゲストティーチャーを探す際の相談窓口
→参考３～６の頁を参照のこと。 
※ 参考資料 内閣府男女共同参画局作成ビ
デオ「広がる未来！私が選ぶ チャレンジ
する女性たち」：宮板金職人や生物物理化
学者など５名の女性が紹介されている。福
島県人権男女共生課でも貸出可。 
  内閣府男女共同参画局ホームページ
（http://www.gender.go.jp/c-challenge/video/）
に概要が掲載されている。 
○ できるだけ児童の感想の中から言葉を選
び、押しつけにならないようにまとめてい
く。 
○ 答えを発表し、固定的性別役割分担意識
がなくなっているか確かめる。 
○ 自分らしく生きていくことが大切である
ことをまとめる。 
※ 時間があれば、今日の学習の感想や、今
日の学習を踏まえた今後の目標などを児童
に発表させる。 －小１－



【ワークシート１】 

大人になったら・・・ 

  年   組  名前（           ） 
１ 次の仕事は、だれがやると思いますか？ 
  ○をつけてみましょう。わけも考えてみましょう。 

№ 仕  事 男の人 女の人 どちら 

でも 

わ  け 

１ 病院の医者     

２ 病院の看護師     

３ 幼稚園・保育園の先生     

４ 学校の先生     

５ 音楽の先生     

６ 家庭科の先生     

７ スポーツ選手     

８ 料理人(コック)     

９ 宇宙
うちゅう

飛行士     

10 タクシーの運転手     

11 トラック・ダンプの運転手     

12 電車の運転手     

13 救急車の隊員     

14 レスキュー隊・消防士     

15 警察
けいさつ

官     

16 大工     

17 美容師     

18 花屋     

19 ケーキ屋     

20 店員     

21 ピアノの先生     

22 裁
さい

判官     

23 弁護士     

24 政治家     

25 研究家・学者     

26 デザイナー     

27 タレント・アナウンサー     

28 小説家・まんが家     

29 トリマー（ペットの美容師）     

30 じゅう医（動物の医者）     

 
２ あなたが大人になってやりたいと思っている仕事は？ 

今日の学習をとおして思ったこと・考えたこと 

 

－小２－

 



《小学校展開例２》 
１ 題材名  家庭生活を見つめてみよう（家庭科） 
２ 学習のねらい 
○ 自分の家庭生活を見つめ、家事分担について考えることにより、家族みんなで協力
しあうことの大切さや、家族の一員として自分も仕事を分担する必要があることに気
付くことができる。 

３ 展開例 
 ○ 授業時間の目安    １時間 
 ○ 活用するワークシート ワークシート２ 

学習活動・内容 教師の指導ポイント 
 
 
 
 
 
 
１ 本時のめあてを知る。 
家庭の仕事の分担についてふりかえり、家族
の協力について考えよう。 
 
２ 自分の家庭生活を見つめる。 
・ ワークシート２を記入し、気付いたこと
を発表する。 

 
 
 
・ 家事分担に関する資料を見る。 
① 資料２「共働き世帯数の推移」のデータ 
② 資料３「夫は外で働き、妻は家庭を守る
べきである」という考え方についてのデー
タ 
③ 資料４「夫婦の生活時間」についてのデ
ータ 
④ 資料５「育児期にある夫婦の育児、家事
及び仕事時間の各国比較」についてのデー
タ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ ワークシート２の設問１・２の記入を事前
に行っておく。 
※ ワークシート２の設問１に掲載した仕事内
容については、各校の実態や実施時期にあわ
せて項目を加除し活用する。 
 
 
 
 
 
○ 家庭の仕事には、様々なものがあることに
気付かせるとともに、どのように分担されて
いるのか確認させる。 
※ 各家庭の現状を否定することのないように
配慮をすること。 
 
○ 資料編２～５のデータを提示し、家事分担
に関する現状を把握させる。 
 
【参考】 
※ 各資料のデータから読み取ることができる
のは、次のとおり。 
○ 資料２「共働き世帯数の推移」 
・ 夫が雇用者（サラリーマン）世帯の妻の
就業状況をみると、昭和５５年には男性片
働きの世帯数は共働き世帯数の２倍近くあ
ったが、現在は共働き世帯数が上回ってい
る。その背景として、女性の社会進出や経
済情勢の変化などがあると考えられる。 

○ 資料３「夫婦の役割分担意識」 
・ 1979 年調査では、「賛成・どちらかといえ
ば賛成」の割合が７割を超えていたが、
2004 年調査で、初めて「反対・どちらかと
いえば反対」（計 48.9％）が「賛成・どちら
かといえば賛成」（計 45.2％）を上回った。
2007 年調査では、初めて「反対・どちらか
といえば反対」（計 52.1%）が半数を超え
た。 

○ 資料４「夫婦の生活時間」 
・ 男性の家事・育児・介護等に関わる時間
は、妻の就業状況に関わらず３０分程度と
非常に短くなっている。 

○ 資料５「育児期にある夫婦の育児、家事及
び仕事時間の各国比較」 
・ 日本の男性の家事・育児に費やす時間
は、世界的に見ても最低の水準である。 

 
 
 

（次ページに続く） －小3－ 



３ 家事分担を見直す。 
・ ワークシート２設問３に記入する。 
 
 
 
 
４ 家事ができる大人になるために、今やるべ
きことは何かを考える。 
  
 
 
 
 
５ 教師の体験談を聞く。 
・ 家族の協力を得ながら家事を行っている
教師の実話（例：あらかじめ録音しておい
た夫や妻の声を流す等） 
・ 一人暮らしをした時の家事の失敗談 
 
６ 男女共同参画用教材（またはクイズ）を行
う。 
 
 
７ 学習のまとめをする。 

○ ワークシート２設問１の自分の家庭の仕事
の分担表をもとに、どのように改善したらよ
いか具体的に考えさせる。 
  その際、家族が互いに協力することの大切
さにも気付くように配慮する。 
 
○ 本時の学習内容を踏まえ、自分に何ができ
るかを話し合わせる。 
① 家庭科の授業を通して、分かること、出
来ることを増やしていく。 

 ② 家庭生活においても、家族が協力し合
い、自分ができることは進んで行う。 

 
○ 教師の体験談を聞かせることにより、知識
や技能、経験不足が家事ができないことにつ
ながっていることに改めて気付かせ、今やる
べきことはしっかりやろうとする意欲を持た
せる。 
 
○ 男女共同参画用教材や資料編（Ｐ資 12）の
クイズを行い、家庭の仕事の分担に関する意
識が変化したか確認する。 
 
※ 意見交換・発表を行う形で学習のまとめを
行ってもよい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－小４－



【ワークシート２】 

家庭の仕事の分担
ぶんたん

についてふり返ってみよう 
  年   組  名前（             ） 

１ 下の仕事をする人はだれですか？おもにする人→◎、時々（週２～３回）する人→○ 
  ◎、○をつけてみましょう。そして、◎→３点、○→１点で、合計点も出してみましょう。 

自分から見て 自分        

         仕事・学年 
内 容       

小５        

食事作り         

食器洗い（後片付け）         

部屋そうじ         

ふろそうじ         

トイレそうじ         

玄関そうじ         

窓
まど

そうじ         

ごみ出し         

せんたく         

せんたく物をとりこむ、たたむ         

アイロンがけ         

くつ洗い         

ぬいもの         

買い物         

育児（子どもの世話をする）         

電球・けい光灯の取りかえ         

草むしり・庭木の手入れ         

         

         

         

合  計 （点）         

※その他に、家庭の仕事があれば空らんに記入して考えてみましょう。 
２ 家庭の仕事の分担をふり返り 
   わかったこと・気付いたこと 
 
 
 
 
 
 
 
３ 家庭の仕事の分担を見直してみよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 今日の学習をとおして 
    思ったこと・考えたこと 

－小５－ 



《小学校展開例２と関連させた実践活動例》 
 
※次に挙げる活動事例を関連させて展開することができる。 
 ○ 授業時間の目安    ２時間 
○ 活用するワークシート ワークシート２－１ 

学習活動・内容  教師の指導ポイント 
１ 展開例２のような授業を踏まえ、「体
験」を通し、家庭生活での役割を意識さ
せ、実践へつなげる。 
・ 活動事例 
① 家族のためにお茶を入れてみよう 

 
② めざせ！ フライパン料理名人 
③ レパートリーをふやそう！ 

    ～家族のために食事作り～ 
 
④ 洗たくに挑戦！ 

 
⑤ ピカピカ大作戦!! 

    ～年末の掃除はまかせて～ 
 
２ １で選んだ活動事例の計画を立てる。 
 
３ 家庭で実践する。 
 
４ 実践の経過をまとめ報告会を行う。 

○ 展開例２のような家庭の一員としてど
うあるべきかを考えさせたうえで、取り
組ませる。 
 
① ガスコンロの使い方の学習後に実践
すると効果的 
② 炒める学習の後に実践すると効果的 
③ 自分が考えた「一食分の献立」をも
とに、家族のために食事作りを行うと
効果的 
④ 洗たくの仕方についての学習後に実
践すると効果的 
⑤ 「気持ちのよい住まい方」の学習後
に実践すると効果的 

 
○ ワークシート２－１の活用 
 
 
 
○ 今後の生活に活かしていくよう働きか
ける。 
○ 実践が継続的なものとなるよう働きか
ける。 
○ 家庭の仕事は家族が協力して行うこと
が大切であり、家族の一員として自分も
分担した仕事を責任を持って行う必要が
あることに気付かせる。 
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【ワークシート２－１】 
 

チャレンジカード 

  年   組  名前（           ） 
計画した日    月  日（   ） 

挑戦
ちょうせん

する内容 
（家庭の仕事のうち、自
分にできることに挑戦し
てみよう） 

挑戦すること 
 
 
 
 
 
挑戦する理由（どうして選んだのか） 
 
 
 
 
 

 
挑戦した日 
 
月   日（   ） 

挑戦したこと 
 
 
 
 
 
 

感 想 
・工夫したことも書いてみよう 
・おうちの人からも感想を書いてもらおう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

みんなの発表を聞いて、気付いたこと・考えたことを書いてみよう。 
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《小学校展開例３》 
１ 題材名  働くことについて考えよう （学級活動） 
２ 学習のねらい  
○ 地域で働く人々との出会いを通して、それぞれの職業について興味関心を持ち、希
望する職業に就くためにはどうしたらよいか考えることができる。 

３ 展開例 
 ○ 授業時間の目安    １時間 
 ○ 活用するワークシート ワークシート３ 

学習活動・内容 教師の指導ポイント 
１ 家族との話し合いをもとに、将来就きたい職業

について話し合う。 
① 仕事を選んだきっかけ 
② 将来就きたいと思う職業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 本時のめあてをとらえる。 
希望する職業につくためには、どうしたらよい

か考えよう。 
 
３ 地域で働く人との出会い 

① 地域で働く人の話を聞き、仕事に興味を持た

せる 
② 地域で働く人に話を聞いて疑問に思ったこと

などを質問する。 

 ③ グループごとに、地域で働く人に話を聞いた

ことをもとに、仕事のやりがいや将来の夢を実

現させるためにどうしたらよいか話し合う。 

 

 

 

 

４ これまでの学習活動で、気付いたこと・考えた

ことをワークシート３に記入し、発表する。 

 

５ 学習のまとめをする。 
・ 今の自分にできること 
・ 今やらなければならないこと など 

※ 男女共同参画の視点からも本時の内容につい

て児童が理解を深めることができるように意識

して授業を展開する。 
○ 事前に児童の職業観についてアンケート調査

を行う。 

○ 事前に保護者に学習の説明を行い、職業に対

する憧れ、仕事の内容について話してもらうよ

うにする。 

○ 将来就きたい職業を考えるために、保護者の

職業選択体験や現在の仕事について話し合って

おくようにする。 

○ 仕事に就いていない保護者がいないかどうか

事前に把握しておき、アンケート調査をする

際、配慮する。 
 
 
 
 
○ 話をしていただく方は、できるだけ多様な職

種を選び男女のバランスを考える。 

○ 職業選択が性別に関係なく、やってみたい仕

事であることをゲストに述べてもらう。 
○ 現在の仕事を選んだ理由や、その職業に就く

ために努力したこと、その職業についてのプラ

イド、今後の抱負等について熱く話をしていた

だけるようにする。 
○ 次代を担う小学生に期待することなどを話し

てもらう。 

※ ゲストティーチャーを探す際の相談窓口→参

考３～６の頁を参照のこと。 
 

 
 
○ 事後学習として地域で働く人との出会いをも

とに、再度将来就きたい職業について保護者と

話し合わせる。 
－小８－



【ワークシート３】 

働くことについて考えよう 

  年   組  名前（           ） 
１ 働くことについて家族と話し合ってみよう。 
  ・お父さん、お母さんなどおうちの人が仕事を選んだきっかけは何だろう？ 
  ・お父さん、お母さんなどおうちの人の仕事の内容は？ 
  ・あなたが将来つきたいと思う職業は？ 

 

２ これまでの学習をとおして気付いたこと・感じたことを記入しよう。 

※仕事のやりがいとはどのようなことだと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

※あなたが希望する職業につくためには、どうしたらよいと思いますか？ 
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お父さん、お母さんな

どおうちの人が仕事を

選んだきっかけ 

 

 

 

 

 

 

 

お父さん、お母さんな

どおうちの人の仕事の

内容 

 

 

 

 

あなたが将来つきたい

と思う職業 

 

 

 

 

 

 

 



《小学校展開例４》 
１ 題材名  ともに生きる社会について考えよう（学級活動） 
２ 学習のねらい  
○ 疑似体験活動を通して、社会が高齢者、体の不自由な方、外国人など様々な立場の
人々で構成されていることを理解し、これからの生活におけるめあてを立てることが
できる。 

３ 展開例 
 ○ 授業時間の目安    ２（１）時間 
 ○ 活用するワークシート ワークシート４ 

学習活動・内容 教師の指導ポイント 
１ 本時の内容を確認する。 
① 社会は、いろいろな人がいて成り立ってい

ることを理解する。 
・ 職業、年齢、性別、体格、障がい、言語 

など 
② 本時の学習のねらいを知る。 

ともに生きる社会について考えよう。 

 
 
 
 
 
２ 高齢者（又は体の不自由な方）の生活を体験

し、話し合う。 
① 高齢者疑似体験（又は車いす・アイマスク

体験）を行う。 
・ 高齢者疑似体験セットを装着し、教室を歩

く。 
・ アイマスクをつけて教室を歩く。 
・ 目隠しで、ギザギザがついているシャンプ

ーの容器や缶ビールの点字に触れる。 
・ 車いすに乗って廊下を移動する など 

 
② 体験して気付いたこと、考えたことを話し

合う。 
・ こわい、不安 
・ まわりの環境がわからない 
・ まわりの人のサポートが必要 

 
 
 
 
 
 
 
 

○ 社会は、高齢者や体の不自由な方、外国人など

様々な立場の人々がいることについて説明する。

○ 事前に体の不自由な方に対する意識やボランテ

ィアに対する考えについてアンケート調査を行

う。 
○ 体の不自由な方に対して、同情心を持って接し

たり、逆に尊敬しなければならないという特別な

意識を持つのではなく、人は、性別・体格・利き

腕・年齢・障がい・言語などあらゆる面で一人ひ

とりが異なっている多様な存在であることについ

て児童が理解を深めるように教師も意識して授業

を展開する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆展開のコツ 
・ １時間で実施する場合には、体験活動は１

活動程度とする。事前に体験活動を十分に行

っておける場合には、②より進める事もでき

る。 
 
・ ゲストティーチャーに参加いただける場合

には、アドバイスを受けながら、共に体験活

動を行う展開を工夫するとよい。 

 
 
（次ページに続く）

－小１０－

※ シャンプー容器には、リンスと区別する

ためにギザギザがついている。目が不自由

であろうとなかろうと誰にとっても便利な

デザインとなっている。 
※ 缶ビールには、ジュースやお茶の缶と間

違うことのないように、点字で「ビール」

と書いている。 



３ ゲストティーチャーの話を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 話を聞いて疑問に思ったことなどをゲストテ

ィーチャーに質問する。 

 

５ 体験したこと、ゲストティーチャーの話を聞

いて、気付いたこと・感じたことをワークシー

トに記入し、発表する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時の学習で学んだことについて、これから

の生活の中で活かしていきたいことを発表す

る。 
 

○ ゲストティーチャーに、「ともに生きる」とい

う観点から、日々の暮らしで感じていること（ス

ロープ・障がい者トイレ・外国語の案内板等ハー

ド面も含む）をお話いただく。 
○ ゲストティーチャーは、高齢者疑似体験を行っ

た場合は、地域の高齢の方、もしくはデイサービ

スなどで働く方や介護士などが考えられる。ま

た、体の不自由な方の生活体験を行った場合は、

体の不自由な方や介護士、福祉ボランティアの方

がゲストティーチャーとして考えられる。 

○ ゲストティーチャーをお願いすることができな

い場合は、ビデオ（写真）を紹介する。 
※ ゲストティーチャーを探す際の相談窓口→参考

３～６の頁（福島県体験活動・ボランティア推進

センター、各市町村社会福祉協議会窓口一覧）を

参照のこと。 
 
 
 
 
○ ワークシート４の設問３を活用しながらまと
める。 
○ 児童の発表の中から、言葉を選び押し付けに
ならないようにまとめていくが、下記の２点の
ことについては気付かせていきたい。 

 
 

○ 社会は、性別、性格、利き腕、年齢、障
がい、言語など様々な立場の人々で構成さ
れている。 
○ 一人ひとりのちがいを認め合い、偏見・
差別をせず、助け合うことが大切である。 

 
※この展開例４は、展開例１・２の授業を実施したうえで行うと、男女平等の視点からさ
らに広い意味での人権について理解を深めることができ、展開例５の基本的人権の学習に
つなげることができる。 
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【ワークシート４】 

ともに生きる社会について考えよう 

  年   組  名前（           ） 

 

１ 今日の体験（アイマスク・車いすなど）をしてみて気付いたこと・考えたことを書い

てみましょう。 

気付いたこと 

 

 

 

考えたこと 

 

 

 

 

２ ゲストティーチャーの話を聞いて、どのような感想を持ちましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３ 今日の学習で考えたことを書いてみましょう。 

※いろいろな立場の人が幸せにくらすことができる社会とはどのようなものだと思いま

すか。 

 

 

 

 

 

 

※そのような社会をつくるために、あなたは、これからどのような行動をしていきたい

と思いますか。 
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《小学校展開例５》 
１ 題材名  「基本的人権」について考えよう（社会科・６年生） 
２ 学習のねらい 
○ 「基本的人権」の意味を理解し、基本的人権を尊重することの大切さに気付くこと
ができる。  

３ 展開例 
 ○ 授業時間の目安    ２（１）時間 
 ○ 活用するワークシート ワークシート５ 

学習活動・内容 教師の指導ポイント 
１ 学習のめあてをとらえる。 

「だれもが生まれながらにして持ってい

る、人間らしく生きるための権利（基本

的人権）」について調べ話し合おう。 

２ 国民の基本的人権について学び、意味を

理解する。 

○ ワークシート５設問１を記入する。 

・ 基本的人権の意味 

・ いろいろな基本的人権 

３ 基本的人権が十分に守られていない事例

を知る。 

 

 ・ 女性の問題、ハンセン病問題、ＨＩＶ

感染症患者の問題等 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 教師の話を聞き、基本的人権について考

えたことをワークシート５の設問２にまと

め、発表する。 

５ 日常生活の中で自分たちにできることは

何かを考え、話し合う。 

○ ワークシート５の設問３を活用する。 

 ・ 互いの基本的人権を尊重することの大

切さ 

・ みんなが仲良く暮らす 

 

６ 国民の義務について学習する。 

 

７ 学習のまとめをする。 

 ○ ワークシート５の設問４を活用する。 

 

 

 

 

○ 基本的人権について教科書で調べ記入させる。 

 ・ 自由で平等な権利 

 ・ 幸せに生きる権利 

 ・ 憲法で保障された権利 

 ・ 永久の権利       など 

○ 新聞記事や教科書にある基本的人権が十分に守られ

ていない事例を話し、事例から基本的人権を尊重する

ことの大切さを理解させる。 

※ 参考資料 

「気づく」ことからはじめよう 

（福島県人権男女共生課発行） 

☆ 人権について理解を深めるために、障がい者、

外国籍住民、感染症患者等の話題を会話形式で解

説しているパンフレット。 

福島県人権男女共生課ホームページ（http://ww

w.pref.fukushima.jp/jinken/03_sashi/sashi_to

p.html）からダウンロード可能。 

○ 基本的人権が守られるために国や県で行っている働

き（法律や条例の制定、広報活動等）を理解させる。 

 

○ 基本的人権を守るためには、法律や条例以外に、互

いに尊重し合うことの大切さにも気付かせる。 

○ 人権とは「人間が人間らしく幸せに生きていくため

に不可欠な権利及び自由」であり、その権利は性別、

性格、利き腕、年齢、障がい、言語などの違いから偏

見・差別することができないということに気付かせる

ようにする。 

○ 教科書の図を使い、３つの義務について理解させ

る。 

 
－小１３－



【ワークシート５】 

「基本的人権」について考えよう 

  年   組  名前（           ） 

 

１ 次の項目について調べてみよう。 

○ 「だれもが生まれながらにして持っている、人間らしく生きるための権利（基本的人権）」と

はなんだろう。 

 

 

 

○ 基本的人権には、具体的にはどのような権利があるのか調べてみよう。 

   

 

 

 

 

 

２ １で調べたことや、基本的人権が守られていない事例を聞いて考えたことを書いてみよう。 

 

 

 

 

 

 

３ 日常生活の中で私たちにできることはないか考えてみよう。 

 

 

 

 

 

４ みんなの発表を聞いて思ったこと・考えたことを記入しよう。 

 

 

 

 

 

－小１４－



 

○男女の性別にかんけいなく、自分らしさをはっきできる仕事につく大切さを知ろう。 

○男女が協力しあって家庭の仕事をする大切さを知ろう。 

○女の役目、男の役目にこだわらず「自分らしさ」を大切にする考えをもとう。 

学習計画 

 

 

 

 

 

 

                 組  番  名前                      
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男女の平等について考えよう 

学習のめあて 

 学習すること 

 

 

 

 

 

   
１ すごろくの説明を聞き、準備をする。 

２ ゲームスタート！ 

①じゃんけんして順番を決める。 

②サイコロの目にしたがって、コマをうごかす。 

③コマがとまったマスの内容を読んで、指示どおり 

にしたり、みんなに意見を聞いたりする。 

④ゴールした順にポイントをゲットする。 

1位９０ｐ ２位６０ｐ ３位４０ｐ 

４位３０ｐ ５位２０ｐ ６位１０ｐ 

３ 女らしさや男らしさについて思ったことを書く。 

４ 自己評価する。 

目指
め ざ

せ！男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

社会
しゃかい

 

めあて  すごろくをしながら女らしさや男らしさについて考えてみよう。 

女らしさや男らしさについて、ど

う思いましたか？ 

すごろくをしながら、女らしさや男らしさについて考えることができましたか？ 

◎とてもよくできた 

○だいたいできた 

△あまりできなかった 
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 学習すること 

 

 

   

めあて  将来の夢（職業）について考えよう。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大人になったら・・・ 

１ 将来の夢アンケート結果をもとに、将来の自

分の夢やつきたい職業について話しあう。 

２ 職種を男女別に分ける。 

３ 自分らしく仕事をしている人を知る。 

４ 感想を話し合う。 

５ クイズをする。（クイズ１） 

６ 友達の作文を聞く。 

７ 学習後の感想とこれからの自分のめあてを書

く。 

自分らしく仕事をしている人を知っ

て、どう思いましたか？ 

学習後の感想、これからの自分のめあて 

男女にこだわることなく、自分らしさをはっきできる仕事につくことが大切だということが分かりまし

たか。 

◎とてもよく分かった 

○だいたい分かった 

△あまり分からなかった 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－小１７－ 

  学習すること 

 
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭生活を見つめてみよう！ 

めあて 家庭の仕事の分担
ぶんたん

についてふりかえり、家族の協力について考えよう。 

１ ワークシート２の設問１を記入して、気づい

たことを話し合う。 

２ ワークシート２の設問１の表やデータを見

て、家庭の仕事の分担を見直す。 

３ 家事ができるようになるために今やるべきこ

とを考える。 

家事ができる大人になるためには、

どうすればいいと思いますか？ ４ 今すべきことを発表し合う。 

５ クイズをする。（クイズ２） 

６ 学習後の感想とこれからの自分のめあてを書

く。 

学習後の感想、これからの自分のめあて 

家族の一員として自分も協力していくことの大切さが分かりましたか。 

◎とてもよく分かった 

○だいたい分かった 

△あまり分からなかった 

 

家庭の仕事の分担を見直してみよ

う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－小１８－ 

  学習すること 

 

 

   

めあて  希望する職業につくためには、どうしたらよいか考えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

働くことについて考えよう 

１ 働くことについて家族と話し合ってみよう。 

  話し合ったことを記入しよう。 

２ 働いている人のお話を聞く。 

３ 仕事のやりがいについてや夢を実現するためには

どうしたらよいかを考える。 

４ 友達の発表を聞く。 

５ 学習後の感想とこれからの自分のめあてを書

く。 

自分がなりたい職業につくために、ど

のようにしていこうと思いますか。 

将来つきたい職業につくためには、どのようにしていけばよいかを考えることができましたか。 

◎とてもよくできた 

○だいたいできた 

△あまりできなかった 

 

学習後の感想、これからの自分のめあて 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－小１９－ 

  学習すること 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ともに生きる社会について考えよう 

めあて  ともに生きる社会について考えよう。 

 

１ お年よりや体の不自由な方の生活を体験する。 

 

２ 体験して気付いたこと、考えたことを話し合う。 

体験学習をとおして、気付いたこと・

考えたことを記入しよう。 

３ ゲストティーチャーの話を聞く。 

４ 話を聞いてぎもんに思ったことなどを質問する。 

５ ゲストティーチャーの話を聞いて、気づいたこ

と、考えたことを発表する。 

６ 学習後の感想とこれからの生活の中でいかしてい

きたいことを書き、発表する。 

学習後の感想、これからの生活の中でいかしていきたいこと 

わたしたちがくらす社会には、いろいろな立場の方が生活していることが分かりましたか。 

◎とてもよく分かった 

○だいたい分かった 

△あまり分からなかった 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－小２０－ 

  学習すること 

 

 

   

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「基本的人権」について考えよう 

めあて 「だれもが生まれながらにして持っている、人間らしく生きるための

権利（基本的人権）」について調べ、話し合おう。 

１ 「基本的人権」について調べる。 

２ 基本的人権が尊重
そんちょう

されていない事例について話を

聞く。 

 

３ 基本的人権について考えたことを記入し、発表す

る。 

一人ひとりの人権が大切にされる社

会をつくっていくために、自分たち

にできることはどのようなことだと

思いますか。 

４ 一人ひとりの人権が大切にされるために、自分たち

にできることを考える。 

 

５ 友達の発表を聞く。 

 

６ 学習後の感想を書く。 

学習後の感想 

「基本的人権」の意味を理解することができ、それを尊重することの大切さが分かりましたか。 

 

◎とてもよく分かった 

○だいたい分かった 

△あまり分からなかった 

基本的人権について考えたことを記

入しよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－小２１－ 

 

  
 

①クラスでは、班
はん

や席順が男女で分かれてしまうことがあるけど、なぜなのかな？と疑問
ぎもん

に思う。□

②名前を呼ばれるとき、男子が先で女子が後になっていることが多いけど、なぜなのかな？と疑問に

思う。 □ 

③先生が「女子（男子）は～」と男女に分けて注意するのを聞くと、なんとなくおかしいと思う。□ 

④「やさしい女子、たよりがいがある男子」という言い方は、なんとなくおかしいと思う。□ 

⑤ランドセルの色は、男子は黒、女子は赤の場合が多いけど、自分の好きな色が選べるといいなと思

う。□ 

⑥サッカーが好きな女子や、料理の好きな男子がいたって、いいと思う。□ 

⑦運動会の応えん団長には男子がなることが多いけど、女子が応えん団長になってもいいと思う。□ 

⑧女子が、リーダーだったり、成績がよかったりすると、「生意気（なまいき）だ」と言うのは、な

んとなくおかしいなと思う。□ 

⑨「男のくせに、少しぐらいのことで泣くな」と言うのを聞くと、「男も泣きたいときは泣いてもい

い」と思う。□ 

⑩男子だって、洗たくなどの家事ができなくちゃいけないと思う。□ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お家の人から 

 

 

 

 

 

 

 

学習をふりかえってみましょう。（チェックリスト） 

豊川市小・中学生向けジェンダーチェックリストより抜粋 

チェックをしてみて、気が付いたことを記入してみよう。 



 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



《中学校展開例１》 
１ 小題材名  家庭の仕事と役割分担について考えよう（技術・家庭科） 
２ 学習のねらい  
 ○ 自分の家庭生活を振り返り、家庭の仕事や役割について積極的に考えることができる。 
 ○ 家族関係をよりよくする方法を考え工夫することができる。 
３ 展開例 
 ○ 授業時間の目安   ２時間 
 ○ 活用するワークシート ワークシート１ 

学習活動・内容 教師の指導ポイント 
１ 本時のねらいを知る。 
家庭の仕事とその役割分担について考えよう。 

 
２ グループに分かれ、ワークシート１設問１
の場面設定のロールプレイングを行う。 

  ① マンガの会話の続きを考えさせる。 
 ② 各グループごとにロールプレイングの発
表を行う。 

 
３ グループごとにロールプレイングを行っ
て、どのように思ったか発表する。 
 
 
４ 自分の家庭生活を見つめる。 
・ 家庭の仕事には、どのようなものがある
のか。 
・ それらの仕事は、主に誰が行っているの
か、ワークシート１設問２に書き込む。 
・ 気付いたことの発表。 
※ ワークシート１の活用 
 
５ 家事分担に関するデータを読み取る。 
① 資料２「共働き世帯数の推移」のデータ 
② 資料３「夫は外で働き、妻は家庭を守る
べきである」という考え方についてのデー
タ 
③ 資料４「夫婦の生活時間」についてのデ
ータ 
④ 資料５「育児期にある夫婦の育児、家事
及び仕事時間の各国比較」についてのデー
タ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
○ はじめに、マンガのシナリオどおりに会話
させる。生徒に会話の続きを考えさせ、それ
ぞれの役割になりきって、思うままに、会話
させる。 
 
 
○ ロールプレイングを通して、生徒が性別役
割分担意識やジェンダーにも気付くよう助言
する。 
 
○ 自分の家庭生活を振り返らせ、家庭の仕事
やその分担の現状を把握させる。 
※ ワークシート１設問２の仕事内容について
は、各校の実態や実施時期にあわせて項目を
加除し活用する。 
※ 各家庭の現状を否定することのないように
配慮すること。 
 
○ データを正しく読み取ることができるよう
適宜、解説する。 
 
【参考】 
※ 各資料のデータから読み取ることができる
のは、次のとおり。 
○ 資料２「共働き世帯数の推移」 
・ 夫が雇用者（サラリーマン）世帯の妻の
就業状況をみると、昭和５５年には男性片
働きの世帯数は共働き世帯数の２倍近くあ
ったが、現在は共働き世帯数が上回ってい
る。その背景として、女性の社会進出や経
済情勢の変化などがあると考えられる。 

○ 資料３「夫婦の役割分担意識」 
・ 1979年調査では、「賛成・どちらかといえ
ば賛成」の割合が７割を超えていたが、2004
年調査で、初めて「反対・どちらかといえ
ば反対」（計48.9％）が「賛成・どちらかと
いえば賛成」（計45.2％）を上回った。2007
年調査では、初めて「反対・どちらかとい
えば反対」（計52.1%）が半数を超えた。 

（次ページに続く） 
－中１－ 



 
 
 
 
 
 
 
６ 家庭における仕事とその分担について、考
えたことを話し合う。 
 
 
 
７ よりよい家族関係を築くにはどうしたらよ
いか考える。 
 
 
 
 

○ 資料４「夫婦の生活時間」 
・ 男性の家事・育児・介護等に関わる時間
は、妻の就業状況に関わらず３０分程度と
非常に短くなっている。 

○ 資料５「育児期にある夫婦の育児、家事及
び仕事時間の各国比較」 
・ 日本の男性の家事・育児に費やす時間は、
世界的に見ても最低の水準である。 

 
○ ロールプレイングやワークシート１の設問
１・２、家事分担に関するデータの読み取り
を踏まえた上で、自分の考えをまとめるよう
助言する。 
 
○ 家族が協力して家事、育児、介護を行う必
要があることや、家族が互いに立場や役割を
理解し、協力してよりよい家族関係を築くこ
とが大切であることに気付かせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－中２－



【ワークシート１】 

家庭の仕事と役割分担について考えよう 

  年   組  名前（           ） 

 １ ロールプレイング ～マンガのセリフを役になりきって演じてみよう～ 

◆配役 

登場人物 状況設定 演じる人 

あおば 高校生。結婚１年目の兄の家に遊びに来た。  

ひろし あおばの兄。結婚１年目。  

やよい ひろしの妻。結婚後も仕事を続け共働き。  

すみれ あおばの母。ふじおと結婚後も仕事を続けている。  

ふじお あおばの父。  

 

◆会話   

テーマ：家事って、だれの仕事？ 

 

 

（出典：福島県男女共同参画高校生副読本） 

☆この会話の続きも考えて、続けて演じてみましょう。 

 

 

 

 

 

 
－中３－



２ 下の仕事をする人はだれですか？おもにする人→◎、時々（週２～３回）する人→○ 
  ◎、○をつけてみましょう。 
  そして、◎→３点、○→１点で、合計点も出してみましょう。 

自分から見て 自分       

         仕事・学年 

内 容       

中１       

将来 

の 

自分 

食料品・日用品の買い物         

食事の準備         

食事の調理         

食事の片付け         

洗濯（洗う）         

洗濯（干す）         

洗濯（取り込む・たたむ）         

洗濯（収納する）         

アイロンかけ         

衣類の修繕（つくろい）         

部屋のそうじ         

風呂そうじ         

トイレそうじ         

ゴミだし         

家計の管理         

育児         

介護         

子どもの学校行事への参加         

子どもの悩み相談         

町内会（地域）行事への参加         

         

         

         

合  計 （点）         

○ 一番多く家事労働を行っている人は家族の中のだれでしょう？ （           ） 

※その他に、家庭の仕事があれば空欄に記入して考えてみましょう。 

 

３ 今日の授業で学んだことや感じたことをもとに、「よりよい家族関係を築いていくためにはど

うしたらよいか」考えてみましょう。 

また、「自分の家族ではどんな工夫をしていったらよいか」についても、考えたことを記入し

ましょう。 

 

 

 

 

－中４－                



《中学校展開例１（パターン２）》 
１ 主題名  家族の協力について考えよう（道徳） 
２ 学習のねらい  
 ○ 家族を思いやる気持ちを育て、よりよい家族関係を築く心情を育てる。 
○ 自分の家庭生活を振り返り、家庭の仕事や役割を積極的に考え、家族の一員として、自分の
役割を積極的に果たそうとする態度を養う。 

３ 展開例 
 ○ 授業時間の目安    １時間 
 ○ 活用するワークシート ワークシート１－２ 

学 習 活 動 主な発問と予想される生徒の反応 教師の指導ポイント 
１ ワークシート１－２設問
１を記入する。 
 
２ 設問１を記入し、気付いた
ことを発表する。 
 
３ ワークシート１－２の設
問２を考える。 
① ワークシート１－２の
設問２の資料を読む。 
② 質問１～３について自
分の考えを記入する。 
③ 記入した答えを発表す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 家庭にどんな仕事があるか考えて
見ましょう。 
 
○ 家事・育児・介護など家庭の仕事を
主に担当しているのは誰ですか。 
 
 
 
 
 
【質問１】 
あおばが洗濯物を干している兄を見
て驚いたのはなぜでしょう。 
（予想される回答） 
・ 兄が結婚前に家事を手伝ったこと
がなかったから 
・ 男が家事をするとは思わなかった
から 

 
【質問２】 
母親があおばではなく、妹のあきこに
手伝いを頼んだのはなぜでしょう。 
（予想される回答） 
・ あきこは女だから 
・ あおばにできないと思ったから 
 
【質問３】 
あおばはどうして手伝おうと思った
のでしょうか。 
（予想される回答） 
・ 母ばかり大変だと思った 
・ 母に楽してもらいたかった 
・ 自分も役に立つということを認め
てもらいたかった 

 ・ 自分にもできる仕事があると気付
いたから 

○ ワークシートを記入
し、家事の分担に偏りが
ないか考えさせる。 
 
 
 
○ 家庭における性別役割
分担意識について考えさ
せる。 
○ 家庭における自分の役
割について考えさせ、家
族を助けることができる
ことに気付かせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（次ページに続く） 
－中５－ 



４ 自分の生活を振り返る。 
○ ワークシートの設問３
を記入する。 
 
 
 
５ 教師の説話を聞く。 
 

○ 自分の分担する家庭の仕事の内容
や量は適当だと思いますか。 
（予想される回答） 
・ もっとできることがある 
・ 十分手伝っている 
 
○ 男女に関わりなく、家族それぞれが
自分にできることをしあい助け合う
ことでどう変わると思いますか。 
・ 自分の時間が持てるようになる 
・ 家事の負担が軽くなり、お互いに
必要としあうことで家族の大切さ
を強く感じるようになる。 

 
 
 
 
 
 
○ 家事・育児・介護にも
男女がともに関わり、家
族が助け合っていくこと
が大切である。 
○ 実際に家庭で自分がで
きることを積極的に行う
という意欲につなげる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－中６－ 
 



【ワークシート１－２】 

家族の協力について考えよう 

１ 下の仕事をする人はだれですか？おもにする人→◎、時々（週２～３回）する人→○ 
  ◎、○をつけてみましょう。 
  そして、◎→３点、○→１点で、合計点も出してみましょう。 

自分から見て 自分       

         仕事・学年 

内 容       

中１       

将来 

の 

自分 

食料品・日用品の買い物         

食事の準備         

食事の調理         

食事の片付け         

洗濯（洗う）         

洗濯（干す）         

洗濯（取り込む・たたむ）         

洗濯（収納する）         

アイロンかけ         

衣類の修繕（つくろい）         

部屋のそうじ         

風呂そうじ         

トイレそうじ         

ゴミだし         

家計の管理         

育児         

介護         

子どもの学校行事への参加         

子どもの悩み相談         

町内会（地域）行事への参加         

         

         

         

合  計 （点）         

○一番多く家事労働を行っている人は家族の中のだれでしょう？ （           ） 

※その他に、家庭の仕事があれば空欄に記入して考えてみましょう。 

○上の表を記入して気付いたことを書きましょう。 

 
 

－中７－ 



２【僕にもできること】 

（登場人物） 僕：あおば、兄：ひろし、義姉：兄の妻やよい、あおばの父母、妹：あきこ 

（出典：福島県男女共同参画高校生副読本） 

（マンガの続き） 

「ただいま～。」 

あおばが帰宅すると、オフクロが忙しそうに夕飯の支度をしていた。今まで気にもしていなかったけど、

オフクロの後ろ姿が、なぜだか前よりも小さくなったような気がした。 

「ひろしは元気だったかい？」「うん、義姉さんを手伝って洗濯物なんか干してたよ。」「へぇ～あの、ひろ

しがねぇ。」オフクロは、兄貴の変化にちょっと驚いたようだった。 

居間では、風呂から上がったオヤジがいつものようにテレビを観ていた。 

しばらくして、部活で出かけていた妹のあきこが帰ってくると、オフクロは 

「あきこ、着替えたら夕飯の準備を手伝ってちょうだい。今日は仕度するのが遅くなっちゃって。」と声を

かけた。 

「ん？やっぱり変だぞ。」とあおばは心の中でつぶやいた。オフクロは、さっきからいる僕には何にも言

わないで妹にだけ手伝いをたのんでいる。 

夕食を食べ終わると、あおばは立ち上がって片付けを始めようとしたオフクロに向かって言った。 

「いいから、いいから、オフクロは座っていて、片付けは僕とあきこがやるから。」 

「え～、急にどうしたの。雪でも降るんじゃない？！」と妹が驚いた。 

「今日、兄貴が家事を手伝っているのを見て思ったんだ。オフクロはオヤジと一緒に働いているのに、帰

ってくるといつも風呂の用意や食事の支度をしてるだろ。たまにはオヤジのようにゆっくり休みたいんじ

ゃないかなって。」 

「そうかあ。」とオヤジは小さくつぶやいて、ちょっと考え込んでから、 

「これまで母さんに甘えすぎていたかもな。ようし、あおば。父さんも皿洗いをするぞ！」と腕まくりをし

た。 

「オフクロ、これからは片付けだけじゃなくて、僕にできることはなるべく手伝うようにするから、何でも

言ってよ。」と言いながら、あおばは急に照れくさくなって、あわてて片付けを始めた。 

あおばは、「ありがとうね。」というオフクロの声をなんか誇らしいような気持ちで背中で聞いていた。 
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【僕にもできること】を読んで考えたことを記入しましょう。 

【質問１】 

 

【質問２】 

 

【質問３】 

 

 

３ 今日の学習をとおして、気付いたことや家族の協力について考えたことなどを記入しましょう。 
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《中学校展開例２》 
１ 題材名  「女らしさ」、「男らしさ」ってなんだろう（学級活動） 
２ 学習のねらい  
 ○ 現在や将来の生き方について社会的性別にとらわれない視点を持つことができる。 
○ 性別にとらわれることなく、ひとりの人間としてその個性や能力が尊重されることが大切で
あることを理解し、人間として互いに協力し尊重し合う態度を養うようにする。 

３ 展開例 
 ○ 授業時間の目安    １時間 
 ○ 活用するワークシート ワークシート２ 

学習活動・内容 教師の指導ポイント 
 
 
 
 
 
 
 
１ 本時の内容を確認する。 

「女らしさ」、「男らしさ」ってなんだろう？ 

２ ワークシート２の設問２について考える。 
・ 気付いたことを発表し、話し合う。 
 
 
 
 
３ ワークシート２の設問３について考える。 
 ・ 生徒自身の経験について考える。 
 
 
４ ワークシート２の設問４について考え、グ
ループで話し合う。 
 ・ 身の回りの出来事やメディア（広告・コ
マーシャル）の中に男女のかたよりがない
か考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
５ グループごとに発表する。 
 
６ 学習のまとめをする。 
例）資料編１の先輩達のメッセージを読み聞か
せする。 

○ ワークシート２の設問１の記入を事前に行
っておく。 
○ 自分自身の正直な気持ちで考えさせる。 
○ 授業の中で回答を生徒にフィードバックす
る場合は、ワークシート２の設問１の「はい」
の数が少ない方が良いといった捉えた方をし
ないように注意する。 
 
 
 
※ 「男性」に入れ替えた表現を考えることに
より、性別で対になる言葉がないことに気付
く。 
※ 合理的な理由がなく女性の場合のみ性別を
示す修飾語句をつけた表現であることに気付
く。 
○ どんなことを言われたり、言ったりしてい
るかを思い起こさせながら、自分自身にもジ
ェンダーが刷り込まれていることを意識させ
る。 
○ 身近な出来事やメディアの情報の中にも固
定化された「女らしさ」「男らしさ」があるこ
とに気付かせるとともに、情報を主体的に活
用することの大切さも理解させる。 
※ ワークショップの話し合いに必要な材料
（雑誌、新聞広告、マンガ等）を持参させて
もよい。 
※ メディア・リテラシー→用語解説資料編 
P19 
例）・ 調理系や洗剤系のＣＭには女性が出演し
ていることが多い。 

  ・ 女性が関わる事件は「美人」等の形容詞
がつくことが多い。 

○ 各グループの意見を大切にし、自由に発表 
出来るような雰囲気づくりをする 
○ 性別にとらわれることなく、ひとりの人間
としてその個性や能力を発揮することができ
るようにするための実践のめあてが立てられ
るようにする。 

－中１０－



【ワークシート２】 

「女らしさ」、「男らしさ」ってなんだろう 

  年   組  名前（           ） 

１ 次の質問について、あなたはどう思いますか？あなたの気持ちに近いものを選んでください。 

質問 はい いいえ 

① 生徒会長や学級委員長は男子の方が向いていると思う。   

② 行事の受付は女子がいいと思う。   

③ 合唱コンクールで男子がピアノ伴奏をしていると違和感がある。   

④ テレビのドラマに感動し、男子が涙を流すのは恥ずかしいと思う。   

⑤ 力仕事は男にまかせた方がいいと思う。   

⑥ 女子はあまりでしゃばらないほうがいいと思う。   

⑦ 結婚したら、家事や育児は一緒にしたいと思う。   

⑧ 結婚したら、男は家族を養うものだと思う。   

⑨ これからの男子は、料理や洗濯ができなくてはだめだと思う。   

⑩ やっぱり女子の幸せは結婚だと思う。   

 

２ 次の表現の「女性」を表す言葉を「男性」を表す言葉に入れ替えてみましょう。 

 ① 女   医  →（        ） ② 女流作家    →（          ） 

 

 ③ 女性弁護士  →（        ） ④ ママさんバレーボール→（        ） 

 

 ⑤ 花嫁修業   →（        ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「男だから」「女だから」と言ったり、言われたりすることはありませんか。 

  また、そういう言葉は、どのようなときに言われますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
－中１１－

気付いたことを書いてみましょう。 

・言われたことが    ある   ・   ない 
 
・言われたことがある人に聞きます。どのようなときに言われますか。 
 
 
 



４ 身の回りの出来事やメディア（広告やコマーシャル）の中に男女のかたよりがないか思い出し

ながら、考えてみましょう。 

いろいろな情報 どんなことを考えますか？かたよりはありますか？ 

小学校時代の学級名簿の順番は 

※男子が先、女子が後。男女混合など。 

 

 

アイスのコマーシャル 

※アイスのコマーシャルは女の子の出演が多い、など。 

 

 

料理のコマーシャル 

※母親が料理を作っている場面が多い、最近は父親も料理を作ってい

る場面がある、など。 

 

 

やせる薬の広告 

※女性が広告に使われていることが圧倒的に多い、など。 

 

 

栄養ドリンクのコマーシャル 

※働くサラリーマンが出演するコマーシャルが多い、など。 

 

 

シャンプーのコマーシャル 

※若い女性が出演するコマーシャルが多い、など。 

 

 

風邪薬のコマーシャル 

※女性が出演するコマーシャルが多い、など。 

 

 

◇設問４を考えて、どのような感想を持ちましたか？  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
５ 性別にとらわれることなく、個性や能力を発揮するために気をつけることを書いてみましょう。  
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《中学校展開例３》 
１ 題材名  ジェンダーについて考えよう（学級活動） 
２ 学習のねらい  
○ ジェンダーを理解し、現状を認識することにより固定的役割分担意識等に気付き、
望ましい男女共同参画社会の在り方について考えることができる。 

３ 展開例 
 ○ 授業時間の目安    １時間 
 ○ 活用するワークシート ワークシート３ 

学習活動・内容 教師の指導ポイント 
１ 本時のねらいを知る。 
資料から男女平等について考えてみよう。 
２ 資料を見て、気付いたことをワークシート３
に記入し、発表する。 
 （資料８～資料１２を抜粋して提示する。） 
例１）資料８「女性の年齢階級別労働力率」の
グラフ（日本）を見る。 
 ① 資料８を見て、気付いたことを発表する。 
 
② なぜ、３０歳代になると労働力率が低下す
るのか考え、発表する。 

 
 ③ 日本と外国とを比較し、日本の現状を把握
する。 

  
 
 
 
 
 例２）資料１０や資料１２を提示し、日本と諸
外国と比較する。 
① 気付いたことを発表する 
② なぜそのような現状なのかを考える。 
 
３ ジェンダーについての説明を聞く。 
ジェンダー：生物学的な性差に対し、「男は
仕事、女は家庭」といった性別による固定的
役割分担など社会的、文化的につくられた性
差 
 
４ 生活の中で、男女の役割の違いについておか
しい・変だと感じることを考え、望ましい社会
の在り方について話し合う。 
 
 
５ 望ましい社会に向け、自分なりのめあてを決
め、発表する。 

 
 
 
 
 
 
 
○ 女性の労働力率は、３０歳代を底とするＭ
字カーブを描いていることを説明する。  
○ 日本では、依然として結婚・出産・子育て
期に就業を中断する女性が多いことを理解す
る。 
○ アメリカ・ドイツ・スウェーデンでは、Ｍ
字のくぼみが見られないことを説明する。欧
米諸国では、出産・育児期の落ち込みは見ら
れず、その要因として、仕事と子育ての両立
支援策の充実等女性が働きやすい環境が整備
されていること等が考えられることを説明す
る。 
○ 日本は管理的職業に従事する女性の割合が
諸外国と比較し少ないこと、男女の賃金格差
が諸外国と比較し大きいことなどを理解させ
る。 
 
 
 
 
 
 
 
○ 男女平等による社会の在り方を考えさせ、
現実の状況を確認させる。 
○ 各グループで考えた男女の役割の違いにつ
いておかしいと感じたことを発表させ、望ま
しい社会の在り方についてまとめる。 
○ これまでの生活を振り返り、具体的な実践
目標が立てられるようにする。 
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【ワークシート３】 

ジェンダーについて考えよう 

  年   組  名前（           ） 

生物学的な性差に対し、「男は仕事・女は家庭」といった性別による固定的役割分担など社会的、

文化的につくられた性差を「ジェンダー」といいます。 

「男はこうあるべき」「女はこうあるべき」といった性別による固定観念にとらわれず、男女が

お互いに対等なパートナーとして尊敬し協力しあう社会、男女が共に自らの可能性を伸ばし、共に

力を発揮して喜びも責任も分かち合う社会（男女共同参画社会）について、考えてみましょう。 

１ 資料から、どのようなことを感じましたか。

 

２  私たちの生活の中で、男女の役割の違いについて「変だな」と思うことを調べてみましょう。 

調べた内容について、みんなで話し合ってみましょう。 

 変だなと思うこと どのようになるとよいと考えますか 

 

１ 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

３ 今日の学習で思ったことをまとめましょう。 

 

 

 

 
 

４ 望ましい社会に向け、自分なりに取り組むことを書いてみましょう。 
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《中学校展開例３（パターン２）》 
１ 主題名  男女の協力について考えよう（道徳） 
２ 学習のねらい  
○ 固定的な性別役割分担意識にとらわれず、一人ひとりの個性を尊重しあい、男女が協力しあ
って生活しようとする態度を育てる。 

３ 展開例 
 ○ 授業時間の目安    １時間 
 ○ 活用するワークシート ワークシート３－２ 

学 習 活 動 主な発問と予想される生徒の反応 教師の指導ポイント 

１ ジェンダーについて考え

る。 

① ワークシートの設問１・２

を記入する。 

② ワークシートの設問１・２

で記入した内容を発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 資料（ワークシート３－２

の設問３①②）を読んで話し

合う。 

① 資料を読んで、気付いたこ

と・考えたことを記入する。

（自己の振り返り） 

 

② 資料を読んだ感想を発表

し話し合う。 

○ 「～ができるのは男（女）だけだ。」

「男（女）は～してはいけない。」

ということはありますか。文章を完

成させながら考えてみよう。 

○ 「男だから」「女だから」という

ことで、不公平な体験や得したこと

はありますか。 

（予想される回答・設問１） 

・ 子どもを産むことができるのは

女だけだ。 

・ 育児は男にはできない。 

（予想される回答・設問２） 

・ 家事の分担で、女きょうだいは、

両親にたくさん任されるが、男は

あまり任されないので楽でいい。 

・ サッカーが好きなのに、女子サ

ッカー部がないので、部活に入れ

なかった。 

 

 

 

○ 学校での様々な場面で役割を性

別で分けていることはないでしょ

うか。例えば、文化祭の準備や理科

の実験の役割分担はどうですか。 

（予想される回答） 

・ 男子は大道具係・女子は衣装係 

・ 男子は実験・女子は記録 

（予想される回答） 

・ 今まで性別で分けて考えてい

た。 

・ 男だから、女だからといって決

めつけてはいけない。 

○ 自分の生活を振り返りながら、固

定的な性別役割分担意識にとらわ

れていないか考える活動を通し、学

習の方向付けを行う。 

 

 

 

○ 発表後、 

① 設問１については、なぜ、その

ように答えたか理由を発表させ

る。 

② 設問２については、不公平な体

験・良かった、得した体験を通し

て感じたことを発表させる。 

 

 

 

 

 

○ ワークシート３－２設問３の②

は、平成１７年に福島県男女共同参

画ティーンズメッセージ事業の中

学生部門の最優秀作品。郡山市の中

学２年生の女子生徒から寄せられ

たメッセージ。 

 

○ 学校での役割を性別で分けてい

ないかなど身の回りの生活におけ

るジェンダーについて、生徒が考え

る際のヒントを与える。また、男女

が協力してよかった経験などを思

い起こさせる。 
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３ 教師の説話を聞く。 

 

○ 「男だから」「女だから」と決め

つけてしまうと、自分がしたいこと

ができなかったり、選択が狭められ

て個人が持てる力を十分に発揮で

きません。 

○ 性別による固定観念にとらわれ

ず、男女がお互いに対等なパートナ

ーとして、尊敬し共に生きる社会を

築いていくことが大切です。 

○ 左記のような観点で教師の体験

談等を含めて話すと効果的である。 
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【ワークシート３－２】 

男女の協力について考えよう     

  年   組  名前（           ） 

  

生物学的な性差に対し、「男は仕事・女は家庭」といった性別による固定的役割分担など社会的、

文化的につくられた性差を「ジェンダー」といいます。 

「男はこうあるべき」「女はこうあるべき」といった性別による固定観念にとらわれず、男女がお互

いに対等なパートナーとして尊敬し協力しあう社会を築くことについて、考えてみましょう。  

 

１ 次の文を完成させてみましょう。 

 

①                             ができるのは男（女）だけだ。 

 

②                             は男（女）にはできない。 

  

③男（女）は                           してはいけない。 

 

④男（女）は                           すべきだ。 

 

２ あなたが今まで「男だから」「女だから」ということで受けた不公平な体験と、良かった・得

した体験を書いてみましょう。 

 

○ 不公平な体験 
 

 

 

 

 

 

 

○ 良かった・得した体験 
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３ 資料を読みましょう。   

①性別で分けて考えていいのかな？ 

 
（出典：福島県男女共同参画高校生副読本） 

②福島県男女共同参画ティーンズメッセージ（中学生部門最優秀作品） 

「ブレーキをかけない女性に」 
 「男女」という言葉を聞いてすぐに思い出したのは、学校の出席番号の変更です。私の今

の出席番号は７番です。小学校５年生のときまでは 30 番前後でした。誕生日順にしても、苗

字の順にしても、最初が男子、その後が女子と決まっていました。しかし、今は、男子も女子

も含めて苗字の順で出席番号は決められています。男子も家庭科で調理実習をするし、私

のような女子だって、技術科でのこぎり作業を行います。周りの大人にこのことを話すと、驚

く人が多く、なぜ驚くのかと逆に私が驚かされます。 

  私は、男も女も違うのは性別だけだと思っています。重い物を持つなどの身体的な違いは

あるかもしれませんが、もともと持っている能力は同じ人間なのだから、同じ可能性は持って

いると思っています。可能性を伸ばすのは、性別ではなくて、自分の考え方だったり、夢に対

する情熱ではないかと思います。しかし、男の方が強く偉い、女は弱いというイメージを持っ

ている人が、大人の中に多いので、出席番号の話も、技術・家庭科の話も驚かれてしまうの

ではないでしょうか。 

  「男女共同参画社会」を実現するために、私が最も重要だと思うことは、女の人が自分の

可能性の決めつけをやめるという点です。男性が優れていて女性は弱いというイメージは、

実は女性が強く持っている気がするからです。 

  男性も女性もスタートも権利も同じです。お互いの優れている点、劣っている点を認め合

い、それらを補う気持ちがなければ、男女が協力し合える社会は実現できません。少なくと

も、私は一人の女性として、人間として、自分の可能性にブレーキをかけずに進んでいきた

いと思います。 
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４ 資料を読んで感じたこと、考えたことを記入しましょう。 
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《中学校展開例４》 
１ 題材名  人権について考えよう（学級活動） 
２ 学習のねらい  
○ 疑似体験を通して、社会は多様な人から成り立っていることや様々な人の立場を理
解し、人権が尊重される社会の形成について考えることができる。 

３ 展開例 
 ○ 授業時間の目安    ２（１）時間 
 ○ 活用するワークシート ワークシート４ 

学習活動・内容 教師の指導ポイント 
１ 本時の内容を確認する。 
① 社会は、多様な人々で構成されていること

を理解する。 
・ 職業、年齢、性別、体格、障がい、言語 等

② 本時の学習のねらいを知る。 
疑似体験を通して、人権が尊重される社会づ

くりについて考えよう 

 
 
 

２ 疑似体験を行う。 
・ アイマスクをつけて教室を歩く。 
・ 目隠しで、ギザギザがついているシャ

ンプーの容器や缶ビールの点字に触れ

る。 
・ 車いすに乗って廊下を移動する など

※ １時間扱いとする場合は、別時に行う。

 
 
 
 
 
 
 
 
３ 体験して気付いたこと、考えたことを話し合

う。 
・ こわい、不安 
・ まわりの環境がわからない 
・ まわりの人のサポートが必要 

 
 
 
 
 
 

○ 事前に体の不自由な方に対する意識やボラ

ンティアに対する考えについてアンケート調

査を行う。 
○ 体の不自由な方に対して、同情心を持って接

したり、逆に尊敬しなければならないという特

別な意識を持つのではなく、人は、性別・体格・

利き腕・年齢・障がい・言語などあらゆる面で

一人ひとりが異なっている多様な存在である

ことについて生徒が理解を深めるように教師

も意識して授業を展開する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

【ユニバーサルデザイン】 
年齢、性別、国籍、個人の能力にかかわらず、 

はじめからできるだけ多くの人が利用可能な 

ように製品や環境をデザインする考え方のこ 

と。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（次ページに続く）－中２０－ 

※ シャンプー容器には、リンスと区別する

ためにギザギザがついている。目が不自由

であろうとなかろうと誰にとっても便利な

デザインとなっている。 
※ 缶ビールには、ジュースやお茶の缶と間

違うことのないように、点字で「ビール」

と書いている。 
→これらは、「ユニバーサルデザイン」の考

え方を取り入れてつくられたものである。 



４ ゲストティーチャーの話を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ ゲストティーチャーの話を聞いて、分かった

ことや感じたこと、望ましい社会の在り方につ

いて話し合う。 

・ まわりのサポートがあれば、自立した生活

ができる 

・ 偏見の目で見るのではなく、助け合うこと

が大切 

・ だれにでも自分らしく生きる権利がある 

など 

 

６ 人権を大切にしながら生活していくための

自分なりのめあてを決め、発表する。 

○ ゲストティーチャーに、福祉の在り方やとも

に生きるための望ましい社会の在り方につい

て話していただく。 

○ ゲストティーチャーをお願いすることがで

きない場合は、ビデオ（写真）を紹介する。 
※ ゲストティーチャーを探す際の相談窓口→

参考３～６の頁（福島県体験活動・ボランティ

ア推進センター、各市町村社会福祉協議会窓口

一覧）を参照のこと。 
 
○ 話を聞いて疑問に思うこと等について、質問

をさせた後、感想を書かせる。 

 
○ 人権とは「人間が人間らしく幸せに生きて
いくために不可欠な権利及び自由」であり、
その権利は性別、性格、利き腕、年齢、障が
い、言語などの違いから偏見・差別すること
ができないということに気付かせるように
する。 

 
○ これまでの生活を振り返り、具体的な実践目

標が立てられるようにする。 

 
※この展開例４は、展開例１～３のいずれかを実施したうえで行うと、男女共同参画の視点からさ
らに広い意味での人権について理解を深めることができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－中２１－ 
 



【ワークシート４】 

人権について考えよう 

  年   組  名前（           ） 

 

１ 今日の体験（アイマスク・車いすなど）をしてみて気付いたこと・考えたことを書い

てみましょう。 

気付いたこと 

 

 

 

考えたこと 

 

 

 

 

２ ゲストティーチャーの話を聞いて疑問に思ったことなどを書いてみましょう。 

 

 

 

３ ゲストティーチャーの話を聞いて、どのような感想を持ちましたか。 

 

 

４ これからの生活の中で大切にしたいことを書いてみましょう。 

※人権が尊重される社会の形成のために何ができるかについて など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

－中２２－



《中学校展開例５》 
１ 題材名  進路について考えよう（学級活動） 
２ 学習のねらい  
○ 夢実現のための進路について関心を持ち、意欲的に取り組む姿勢を持つことができ
る。 
○ 進路を考えるにあたり、性別にとらわれることなく、自分の興味関心・希望にあっ
た職業を選択する視点を持つことができる。 

３ 展開例 
 ○ 授業時間の目安    ２時間 
 ○ 活用するワークシート ワークシート５ 

学習活動・内容 教師の指導ポイント 
１ 本時のねらいを確認する。 
進路について考えよう。 
 
２ 自分の夢について確かめる。 
  設問・・あなたが将来就きたい職業は？ 
 ※ ワークシート５設問１の記入 
・ 自分の進路選択について考える。 
・ 夢・適性・道筋・仕事の内容・現在の課題
など 

 
３ 自分の将来の夢を発表する。 
・ なりたい自分の夢と現実について 
 
 
 
 
 
４ ワークシート５の設問２を記入し、発表す
る。 
 
５ ジェンダーについての説明を聞く。 
ジェンダー：生物学的な性差に対し、「男は
仕事、女は家庭」といった性別による固定的
役割分担など社会的、文化的につくられた性
差 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
○ 自己の夢ばかりでなく、適性等の諸条件を
勘案し、なりたい自分を捉えさせる。 
○ 可能性を大切にさせ、現在の自分について
考えさせ、将来解決しなければならない課題
を検討させる。 
 
 
○ 将来の夢を発表させることで、職業の選択
にも個性があらわれていることに気付かせ
る。 
○ 個人の発表内容を尊重し性差による固定思
考や実現可能か不可能か等の判断はさせない
ようにする。 
 
 
 
 
○ 職業を選択する際に、無意識に男女の差で
選択していないか気付かせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（次ページに続く） －中２３－ 



６ 性差にとらわれず自己実現した人生の先輩
の体験談（ゲストティーチャーの活用）を聞く。 
 ・ 中学校の先輩たちの経験談 
 ・ 保護者による経験談 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 学習のまとめをする。 

○ 私たちの社会には、人の数だけ様々な生き
方があり、性別にとらわれず自分らしさを大
切にそれぞれの生き方を選択し、自己実現し
ていくことの大切さに気付かせる。 
また、希望がもてる示唆に富む体験談とし
たい。 
※ 体験談を読むことでもよい 
※ 様々な職業の方々の体験談を聞くこと・読
むことが重要。 
※ ゲストティーチャーを探す際の相談窓口→参

考３～６の頁を参照のこと。 
※ 参考資料 内閣府男女共同参画局作成ビデオ

「広がる未来！私が選ぶ チャレンジする女性

たち」：宮板金職人や生物物理化学者など５名の

女性が紹介されている。福島県人権男女共生課で

も貸出可。内閣府男女共同参画局ホームページ

（http://www.gender.go.jp/c-challenge/video/）に概
要が掲載されている。 

 
○ 本時の学習を振り返りながら、卒業後の進
路実現に向け、どのようなことをすればよい
か考え、発表させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－中２４－



【ワークシート５】 

進路について考えよう 

  年   組  名前（           ） 

１ 中学校を卒業後の進路について考えてみましょう。 

 

１ 

自分が考える進路  

 

２ 

 

将来つきたい職業 

 

 

 

２ 次の仕事は、だれがつくと思いますか？ ○をつけてみましょう。その理由も考えてみましょ
う。 

 （出典：福島県男女共同参画高校生副読本） 

№ 仕  事 男性 女性 どちらでも 理  由 

１ 病院の医者     

２ 病院の看護師     

３ 幼稚園・保育園の先生     

４ 家庭科の先生     

５ 宇宙飛行士     

６ トラック・ダンプの運転手     

７ レスキュー隊・消防士     

８ 裁判官     

９ 政治家     

10 研究者・学者     

 

－中２５－ 



３ ゲストティーチャーの話を聞いた感想を書いてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４ 今日の学習で、職業を選択するときに、どのようなことを大切にしていきたいと思いましたか。
また、卒業後の進路実現のためにどのようなことをすればよいか考え、書いてみましょう。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－中２６－ 



 

 
《教材展開例》 
 ○ 授業時間の目安    １時間 （学級活動） 
 ○ 活用するワークシート ワークシート１ 

学習活動・内容 教師の指導ポイント 
１ 本時のねらいを確認する。 
すごろくをしながら女らしさや男らしさにつ 
いて考えてみよう。 
 
２ ゲームの進め方を確認する。 
 
 
 
 
３ グループに分かれ、教師がサイコロを振りク
ラス全員でゲームを進めていく。 
 
 
 
 
 
 
 
４ 感想をまとめる。 
 
 
 
 
５ 学習のまとめをする。 
 

※ Ａ３判のすごろく台紙をコピーし、子ども
達に配付しておくとよい。 
 
 
○ ゲームをしながら、それぞれのトピックや
問題カードについて話し合い考えることが大
切であることを指示する。 
○ 保護者に考えてもらう問題を宿題とする。 
 
○ クラス全員が同じトピックやクイズを解い
ていくため、ゲームの途中で意見を出し合っ
たり考えたりしながら進めていくことができ
る。 
○ それぞれが気付いたこと・考えたことの背
景にも触れる。 
○ 性別による固定的役割分担意識に気付かせ
る。 
 
○ 本時の活動や今までの活動を振り返り、考
えたことや、友達の意見から気付いたこと、
考えが深まったことをワークシートまたはシ
ラバスに記入させる。 
 
○ 性別にとらわれることなく、自分らしく生
きていくことや、男女が協力し合うことの大
切さに気付かせる。 
 

 
※Ａ３判のすごろく台紙をはじめとしたすごろくセットをコピーし、６人程度のグループに分かれ
てすごろくゲームを行うこともできる。 
 少人数グループですごろくゲームを実施する場合は、「グループ」という語を「人」と読み替え
て、ゲームを行うように説明すること。 
 
※保護者と考える問題については、後日、振り返りの時間を設けるとよい。 
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【ワークシート１】 

 

 

○ 目指せ！男女共同参画社会 すごろくの答えを考えてみよう。 

 

№ 答え 答えを選んだ理由 

1 
  

2 
  

3 
  

4 
  

5 
  

6 
  

7 
  

8 
  

9 
  

10 
  

11 
  

12 
  

13 
  

14 
  

15 
  

16 
  

17 
  

18 
  

 
 
 
 
 
 

－教材２－



【ワークシート１】 

 

 

○ 目指せ！男女共同参画社会 すごろくの答えを考えてみよう。 

 

問題カード

の番号 
答え 

1 
 

2 
 

3 
 

4 
 

5 
 

6 
 

7 
 

8 
 

○ おうちの人といっしょに考えてみよう。 

問題カード

の番号 
答え 

9 
 

10 
 

11 
 

12 
 

 

○ 友だちの意見の中に、自分が気付いたこと以外のことはありませんでしたか？ 

  自分では気付かなかった友達の気付きを書いてみよう。 

 

 

 

 
－教材３－



【すごろく問題カードの答え】 

◆ 問題カードその１ 
① 看護師 
② 助産師 
③ 保育士 
④ 客室乗務員又はキャビンアテンダント・フライトアテンダント 
⑤ フロアスタッフ 
 
◆ 問題カードその２ 
テニス・卓球・バドミントン 
 
◆ 問題カードその３ 
女子選手の参加はなし 
 
◆ 問題カードその４ 
家庭の中で、お母さんがお父さんの言うことを聞かなかったとき、お父さんが暴力を使
って言うことを聞かせても、罪にはならない？ 
① 罪になる 
② 罪にはならない 

答え ① 
○女性に対する暴力は、人権を侵害する重大な問題であるにもかかわらず、これまで長い
間「家庭内の問題」とされ、暴力であるという認識がなされませんでした。しかし、平成
１３年に「配偶者からの暴力防止及び被害者の保護に関する法律」が制定され、同法で「配
偶者からの暴力は、犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害である」と前文で明らかにし
ています。 
※配偶者からの暴力 
☆配偶者・・男性、女性を問いません。事実婚や元配偶者（離婚前に暴力を受け、離婚後
も引き続き暴力を受ける場合）も含まれます。 
☆暴力・・身体的暴力のみならず、精神的・性的暴力も含まれます。 
 
◆ 問題カードその５ 
男の人は、育児休業（仕事をしている人が赤ちゃんを育てるために仕事を休むこと）を
とることができる？ 
① とることができる 
② とることができない 

答え ① 
※ 育児休業の解説 
☆労働者は、申し出ることにより、子が１歳に達するまでの間（一定の場合、子が１歳６
か月に達するまでの間。）育児休業を取得することができます。 
☆妻が専業主婦や産後休業中であっても、少なくとも産後８週間までは、男性労働者も育
児休業を取得することができます。 
 
 
 

－教材４－ 



◆ 問題カードその６  
男女共同参画社会とは、どのような社会かな？ 
 ① 男性は外で仕事をし、女性は家で家庭の仕事（家事や育児）をする社会 
 ② 男女がおたがいに対等なパートナーとして尊敬し、協力し合いながら、活やくでき
る社会 

 ③ 男性同士、女性同士が結婚できる自由を認める社会 
答え ② 
☆平成１１年に制定された男女共同参画社会基本法前文で、男女共同参画社会を「男女が、
互いにその人権を尊重しつつ責任を分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力を
十分に発揮することができる」社会と定義しています。 
☆また、第６条では、「男女共同参画社会の形成は、家族を構成する男女が、相互の協力と
社会支援の下に、子の養育、家族の介護その他の家庭生活における活動について家族の一
員としての役割を円滑に果たし、かつ、当該活動以外の活動を行うことができるようにす
ることを旨として、行わなければならない。」としています。 
 
◆ 問題カードその７・８ 
 イラストを見て考えよう。感じたことを発表したり、ワークシートに記入しよう。 
〔解説〕普段何気なく目にしているイラストの中に、「女性の役割」「男性の役割」という
固定的なイメージが含まれている場合があることについて考える問題です。子育てを女性
だけの役割、責任として性別によるイメージで表現していないか、職場において、男性は
中心的業務、女性は補助的業務（会議に出席するのは男性だけで、お茶くみは女性の役割
など）というように固定的な性別役割分担で表現していないか、男女共同参画の視点から、
一度、身の回りのメディアについて考えるきっかけとしていただければと思います。 
 
◆ 問題カードその９～その１２は、家庭であらためて問題について理由を含め考えていた
だきたいと思います。 
 なお、その１２については、考察が難しい部分があると思いますので、問題の意図を説
明します。 
○ 女性は男性と比較して、トイレを使用する時間が長いため、男女同数のトイレが設
置されていたとしても、女子トイレに長い行列ができることが度々あります。 
○ 災害時に女子トイレが大混雑する理由として、上記のような男女のニーズの違いが
あるにもかかわらず、トイレを設置する等の災害時の対策を考えるメンバーに女性が
少なく女性の意見が反映されていないことが考えられます。 
○ あらゆる分野の意思決定の場に男女が対等に参画し、男女の意見がバランスよく反
映されることが必要です。 
○ なお、阪神・淡路大震災や新潟県中越地震など過去の災害経験から、被災時には増
大した家庭的責任が女性に集中したことや支援する側に女性が少なく男女のニーズ
の違いを把握した対策が行われなかったなどの問題が明らかになりました。そのため、
こうした被災・復興状況における女性をめぐる諸問題を解決するため、男女共同参画
の視点を取り入れた防災（災害復興）体制の確立が求められています。 

 
 
 
 
 

－教材５－ 



すごろくの問題カードの問題が足りない場合に、下記の問題を御活用ください。 
【問題カード例】 
１ ある町の図書館で火災がおこりました。消防車がかけつけ、消防士たちが救助活動を
行いました。そのうち、消防士の一人が図書館から助けた子どもを見て、とても驚きま
した。なんとその子どもは消防士の息子だったのです。 
その後、元気になった子どもに、友達の一人が「お父さんに助けてもらって無事だっ
たんだね。よかったね。」言いました。 
すると、その子どもは「え？」ととても不思議そうな顔をしました。なぜでしょう。 

 
（答）消防士の仕事をしているのは子どものお母さんだから 
 
２ しんいちくんには、お兄さんとお姉さんがいます。友達に二人の職業のことをたずね
られたしんいちくんは、「検事とケーキ屋さんでケーキ職人をしているよ」と答えました。 
すると友達は「お姉さんがつくるケーキを食べてみたいな」と言いましたが、しんい
ちくんは不思議な顔で、「姉さんはつくれないよ」と答えました。 
しんいちくんはうそをついていません。なぜでしょう。 

 
（答）しんいちくんのお姉さんが検事で、お兄さんがケーキ職人だから 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－教材６－ 



 
  
 
 
◇ゲストティーチャーを探すための窓口のひとつとして、福島県教育委員会は「福島県体験

活動・ボランティア推進センター」を設置しています。本部センターは、福島県教育庁社会教育

課に、地域センターは各教育事務所にあります。 
◇福島県教育庁ホームページのボランティア人材検索システムで、希望される分野での人材

の検索ができます。地域センターにお問い合わせください。コーディネーターが御相談に応じ

ます。 
◇市町村センターでもゲストティーチャー探しの御相談を受け付けています。 
                                              

 学  校           
 ○はじめに、あなたの学校の体験活動等推進主任に御相談ください。 
 （体験活動等推進主任は、県内の全公立小・中学校及び県立学校に 
  配置されています。） 

 
 
 

 
        情報提供・相談対応               

 ○市町村センター（市町村教育委員会等）は、 
 青少年の体験活動・ ボランティア活動を推 
 進するための情報提供や相談、コーディネー 
 ト等を行う窓口です。 
  学校からの相談にも応じています。 

 
                  
                  
                  
                  

 

        福島県体験活動・  

                      ボランティア推進センター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ○地域センター（各教育事務所内）コーディネーター 
   県北地域センター（県北教育事務所内）  電話024-521-7715 
   県中地域センター（県中教育事務所内）    電話024-935-1488 
   県南地域センター（県南教育事務所内）    電話0248-23-1666 
   会津地域センター（会津教育事務所内）    電話0242-29-5488 
   南会津地域センター（南会津教育事務所内）  電話0241-62-5367 
   相双地域センター（相双教育事務所内）    電話0244-26-1315 
   いわき地域センター（いわき教育事務所内）  電話0246-24-6144 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 ○本部センター（県教育庁社会教育課内）コーディネーター 
   電話０２４－５２１－７７９９ 
   ボランティア人材検索システム 
  http://www.fvolnt.gr.fks.ed.jp/index.html 

 
 
 
 

 

 
－参考３－ 

 

 

   

ゲストティーチャーをお探しの時には・・・ 

 

国立・私立の学校
からの御相談も
受け付けていま
す。 



「次代の親づくり推進委員会」委員（敬称略・五十音順） 
 
【平成１８年度】（所属・職名はH18.4現在） 

所属・職名 氏  名  

伊達市立梁川小学校教諭 石幡 良子  

中学校長会事務局庶務 
（福島市立吾妻中学校長） 

川崎 康宏 
 

県教育庁教育指導領域学習生活指導グループ参事  菅家 敏之  

郡山市立安積中学校教諭 千代田 幸子  

福島大学行政政策学類教授 辻  みどり  

桜の聖母短期大学生活科学科教授 西内 みなみ 委員長 
県教育庁生涯学習領域社会教育グループ参事  西間木 薫  

小学校長会事務局次長 
（福島市立三河台小学校長） 

野崎 修司 
 

NPO法人こころの森副理事長 渡部 栄子  

【平成１９年度】（所属・職名はH19.4現在） 
所属・職名 氏  名  

古殿町立大久田小学校教頭 石幡 良子  

県教育庁生涯学習領域社会教育グループ社会教育主事 小河原 健一  

柳津町立西山中学校教頭 武田 光弘  

郡山市立安積中学校教諭 千代田 幸子  

福島大学行政政策学類教授 辻  みどり  

桜の聖母短期大学生活科学科教授 西内 みなみ 委員長 
県教育庁教育指導領域学習生活指導グループ指導主事  森田 晶代  

飯舘村立臼石小学校教頭 横山 修  

NPO法人こころの森副理事長 渡部 栄子  

【平成２０年度】（所属・職名はH20.4現在） 
所属・職名 氏  名  

古殿町立大久田小学校教頭 石幡 良子  

県教育庁学校生活健康課指導主事 金成 智子  

会津坂下町立第二中学校教頭 小島 靖  

郡山市立安積中学校教諭 千代田 幸子  

福島大学行政政策学類教授 辻  みどり  

桜の聖母短期大学生活科学科教授 西内 みなみ 委員長 
県教育庁社会教育課社会教育主事   湯田 眞佐利  

飯舘村立臼石小学校教頭 横山 修  

NPO法人こころの森副理事長 渡部 栄子  

 

 

 



指導ポイント集・教材の活用状況について 
☆御協力いただける場合は、下記の項目について御記入のうえ、福島県生活環境部人権男
女共生課まで、お送りください。 
（FAX：０２４－５２１－７８８７ E-mail：jinken@pref.fukushima.jp） 

学校名：（                 ） 
氏 名：（                 ） 
担当学年：（     ）担当教科：（     ） 

１ この指導ポイント集を授業で活用されましたか。 
 
        活用した        活用しなかった 
 
２ 活用した方にうかがいます。どのように活用しましたか。 

 
活用した教科等 
 

 

 
授業の内容 
 

 

 
授業に取り組んだ時間数 
 

 

 
 
指導ポイント集の感想・御意見 
 
 

 

 
 
児童・生徒の感想等 
 
 

 

 
３ 活用されなかった方にうかがいます。活用しなかった理由をお聞かせください。 

 
 
 

 
４ 指導ポイント集、教材について御意見・御要望等があれば記入願います。 

 
 
 

 



 

（問い合わせ先） 
 
福島県生活環境部人権男女共生課 
 
住 所：〒９６０－８６７０ 
    福島県福島市杉妻町２番１６号 
電 話：０２４－５２１－７１８８ 
ＦＡＸ：０２４－５２１－７８８７ 
 
（ホームページ）http://www.pref.fukushima.jp/danjo/ 



№ 社協名 郵便番号 住所 電話 ＦＡＸ

1 福島市社会福祉協議会 960-8002 福島市森合町10－１ 福島市保健福祉センター内 024-533-8877 024-533-8879

2 二本松市社会福祉協議会 964-0906 二本松市若宮2丁目69 0243-23-7867 0243-23-7988

3 伊達市社会福祉協議会 960-0612 伊達市保原町字宮下111-2 024-576-4050 024-574-3525

4 本宮市社会福祉協議会 969-1126 本宮市字馬場74-1 福祉会館内 0243-33-2006 0243-33-5260
10月1日
～ 本宮市本宮字千代田60-1 0243-33-2006 0243-33-5260

5 桑折町社会福祉協議会 969-1643 桑折町大字谷地字道下22 保健福祉センター内 024-582-1155 024-581-0256

6 国見町社会福祉協議会 969-1761 国見町大字藤田字南44-1 024-585-3403 024-585-1555

7 川俣町社会福祉協議会 960-1436 川俣町字川原田19-2 老人福祉センター内 024-565-3761 024-565-3793

8 大玉村社会福祉協議会 969-1302 大玉村玉井字東三合目19 大玉村総合福祉センターさくら内 0243-68-2100 0243-68-2103

9 郡山市社会福祉協議会 963-8024 郡山市朝日一丁目29-9 郡山市総合福祉センター内 024-932-5311 024-932-6768

10 須賀川市社会福祉協議会 962-8509 須賀川市中町6-1 須賀川市総合福祉センター内 0248-88-8211 0248-88-8212

11 田村市社会福祉協議会 963-4312 田村市船引町船引字東中子縄7 0247-81-2166 0247-81-2167

12 鏡石町社会福祉協議会 969-0404 鏡石町旭町161 鏡石町老人福祉センター内 0248-62-6428 0248-62-6428

13 天栄村社会福祉協議会 962-0503 天栄村大字下松本字富士見山15-1 老人福祉センター内 0248-82-2826 0248-82-2832

参考４

福祉教育・ボランティア学習を行う場合には・・

◇ 社会福祉協議会では、これまでのノウハウを活かし、学校において、福祉やボランティア活動を学習する際の支援

をさせていただきますので、お気軽に御相談ください。 



№ 社協名 郵便番号 住所 電話 ＦＡＸ

14 石川町社会福祉協議会 963-7854 石川町字松木下88 0247-26-3793 0247-26-3793

15 玉川村社会福祉協議会 963-6315 玉川村大字中字入山59 ふれあいセンター内 0247-57-4410 0247-57-4427

16 平田村社会福祉協議会 963-8205 平田村大字永田字戸花150 地域福祉センター内 0247-55-3500 0247-55-3519

17 浅川町社会福祉協議会 963-6216 浅川町大字袖山字森下288 0247-36-3163 0247-36-3173

18 古殿町社会福祉協議会 963-8304 古殿町大字松川字横川101 コスモス荘内 0247-53-4394 0247-53-4860

19 三春町社会福祉協議会 963-7756 三春町字南町1 三春町福祉会館内 0247-62-8586 0247-62-8640

20 小野町社会福祉協議会 963-3401 小野町大字小野新町字美売57-1 0247-72-6866 0247-71-0471

21 白河市社会福祉協議会 961-0054 白河市字北中川原313 0248-22-1159 0248-21-0225

22 西郷村社会福祉協議会 961-8091 西郷村熊倉字折口原96-1 0248-25-5454 0248-48-0207

23 泉崎村社会福祉協議会 969-0101 泉崎村大字泉崎字山ヶ入101 泉崎村保健福祉総合センター内 0248-54-1555 0248-54-1353

24 中島村社会福祉協議会 961-0102 中島村大字滑津字二ツ山65-3 中島村総合福祉センター内 0248-52-3400 0248-51-1772

25 矢吹町社会福祉協議会 969-0236 矢吹町一本木100-1 保健福祉センター内 0248-44-5210 0248-44-5827

26 棚倉町社会福祉協議会 963-6131 棚倉町大字棚倉字中居野68-1 0247-33-2623 0247-23-1525

27 矢祭町社会福祉協議会 963-5118 矢祭町大字東舘字南沢25-2 0247-34-1050 0247-34-1060

28 塙町社会福祉協議会 963-5405 塙町大字塙字材木町32 0247-43-2154 0247-44-1002

29 鮫川村社会福祉協議会 963-8401 鮫川村大字赤坂中野字宿ノ入35 高齢者総合福祉センター内 0247-49-3600 0247-49-3700

30 会津若松市社会福祉協議会 965-0873 会津若松市追手町5-32 0242-28-4030 0242-28-4039

31 喜多方市社会福祉協議会 966-0043 喜多方市字上江3646-1 0241-23-3231 0241-23-3296

32 北塩原村社会福祉協議会 966-0402 北塩原村大字大塩字堀田山8518-93 0241-28-3755 0241-33-2070

33 西会津町社会福祉協議会 969-4406 西会津町野沢字如法寺乙3590‐2 老人憩の家内 0241-45-4259 0241-45-4259

34 磐梯町社会福祉協議会 969-3301 磐梯町大字磐梯字漆方1054 磐梯町老人福祉センター内 0242-73-2181 0242-73-2181

35 猪苗代町社会福祉協議会 969-3141 猪苗代町字磐里字六角78-1 0242-62-5168 0242-62-5183

36 会津坂下町社会福祉協議会 969-6531 会津坂下町字上口470-1 会津坂下町老人福祉センター内 0242-83-1368 0242-83-1368

参考５



№ 社協名 郵便番号 住所 電話 ＦＡＸ

37 湯川村社会福祉協議会 969-3544 湯川村大字清水田字川入8 高齢者コミュニティセンター内 0241-27-8890 0241-27-8890

38 柳津町社会福祉協議会 969-7201 柳津町大字柳津字下荒町甲1111 健康福祉プラザ銀山荘内 0241-42-3418 0241-42-3418

39 三島町社会福祉協議会 969-7511 三島町大字宮下字下乙田889 高齢者生活福祉センター「福寿草」内 0241-52-3344 0241-52-3343

40 金山町社会福祉協議会 968-0006 金山町大字中川字沖根原1324 金山町老人福祉センター内 0241-55-3336 0241-55-3412

41 昭和村社会福祉協議会 968-0104 昭和村大字小中津川字石仏1836 保健医療福祉総合ｾﾝﾀｰ「すみれ荘」内 0241-57-2655 0241-57-2649

42 会津美里町社会福祉協議会 969-6215 会津美里町下堀字中川360-4 高田ふれあいセンター内 0242-54-2940 0242-55-1615

43 下郷町社会福祉協議会 969-5206 下郷町大字湯野上字杉ノ内乙548 いきいきランドしも郷 0241-69-5111 0241-69-5113

44 檜枝岐村社会福祉協議会 967-0523 檜枝岐村字下ノ台401-4 檜枝岐村医療福祉センター内 0241-75-2382 0241-75-2086

45 只見町社会福祉協議会 968-0442 只見町大字長浜字唱平60 只見町社会福祉活動センター「やまびこ」内 0241-84-7006 0241-71-7055

46 南会津町社会福祉協議会 967-0004 南会津町大字田島字中町甲3918-1 南会津町福祉ホール内 0241-62-4169 0241-62-4189

47 相馬市社会福祉協議会 976-0013 相馬市小泉字高池357 相馬市総合福祉センター内 0244-36-5033 0244-36-3109

48 南相馬市社会福祉協議会 975-0011 南相馬市原町区小川町322-1 0244-24-3415 0244-24-1271

49 広野町社会福祉協議会 979-0408 広野町中央台一丁目4-1 老人福祉センター内 0240-27-2789 0240-27-4537

50 楢葉町社会福祉協議会 979-0604 楢葉町大字北田字鐘突堂5-5 楢葉町保健福祉会館内 0240-25-4157 0240-25-4620

51 富岡町社会福祉協議会 979-1112 富岡町中央一丁目8-1 総合福祉センター内 0240-22-5522 0240-22-4870

52 川内村社会福祉協議会 979-1202 川内村大字下川内字坂シ内133-5 0240-38-3802 0240-39-0556

53 大熊町社会福祉協議会 979-1308 大熊町大字下野上字大野557-1 大熊町老人福祉センター内 0240-32-5377 0240-32-6782

54 双葉町社会福祉協議会 979-1471 双葉町大字長塚字谷沢町35-1 双葉町老人福祉会館内 0240-23-0333 0240-23-0356

55 浪江町社会福祉協議会 979-1521 浪江町大字権現堂字矢沢町6-1 ふれあいセンターなみえ内 0240-34-4685 0240-35-5555

56 葛尾村社会福祉協議会 979-1602 葛尾村大字落合字菅ノ又6-1 葛尾村地域福祉センター内 0240-29-2020 0240-29-2048

57 新地町社会福祉協議会 979-2702 新地町谷地小屋字樋掛田40-1 保健センター内 0244-62-4213 0244-63-2285

58 飯舘村社会福祉協議会 960-1803 飯舘村伊丹沢字伊丹沢571 0244-42-1021 0244-42-1040

59 いわき市社会福祉協議会 970-8026 いわき市平字菱川町6-4 0246-23-3320 0246-35-5031

参考６



○福島県男女共生センター　図書室小・中学校向け映像資料一覧

分類 タイトル 販売元 版年 時間 所蔵数 備考

11 ナオミさんはふたり前!? 私のお母さんはふたり前で～す!! 学習研究社 1997年版 20分 1
親業

家事労働

11 何でもなれるゾ！女の子、男の子 ビデオ工房　AKAME 1992年版 25分 1 職業選択の自由

11 ランドセル？ ビデオ工房　AKAME 1996年版 15分 1 ジェンダー

11
みんなで考えよう性差別の現在
女と男のイイ関係

ビデオ工房　AKAME 1995年版 29分 2 ジェンダー

11
男女平等学習用ビデオ　４　ジェンダーフリー
★学校からはじまる男女平等への道★

東京女性財団 1995年版 37分 2 ジェンダー

11
男女平等学習用ビデオ　５
「隠れたカリキュラム」を考える

東京女性財団 1996年版 31分 2 ジェンダー

12
NHKビデオ　課外授業　ようこそ先輩
田嶋陽子　女らしさ　男らしさってな～に？

ＮＨＫソフトウェア 43分 1 青少年・女性学

13
もっと　素敵にハーモニー
2004年度男女共同参画社会づくり啓発ビデオ

滋賀県立男女共同参
画センター
G-NETしが

2005年版 30分 1 男女共同参画

13
ロボット　ハートンのぎもん
小学生向け男女共同参画学習ビデオ

熊本県 2004年版 17分 1 男女共同参画

13
私を柴刈りに連れてって
「岡山市男女共同共同参画社会の形成の促進に
関する条例」ってなあに？

「さんかく岡山」
条例普及グループ

2002年版 28分 1 男女共同参画

13
大助　花子の　男・女　どっちが得？
女が得（損）か？男が得（損）か？

滋賀県立男女共同参
画センター
G-NETしが

2004年版 26分 1 男女共同参画

13 プッシュ！　PUSH　男女共同参画社会づくり啓発ドラマ KBS京都 2003年版 28分 1
男女共同参画/

滋賀県

13 翔太のあした　子どもの目から見た男女共同参画社会 東映株式会社 2001年版 54分 1 児童向け

21 陽だまりの家　(人権啓発アニメーション) 東映(株)　教育映像部 42分 1 人権

21 旅立ちの夏 東映（株）教育映像部 49分 １ 文部科学省選定

21 女性の人権を考える 東映（株）教育映像部 25分 １ 人権

参考７



分類 タイトル 販売元 版年 時間 所蔵数 備考

21 Meet　the　ヒューマンライツ　若者たちが出会った人々 東映（株）教育映像部 27分 １ 青少年

21 人権ってなあに　第１巻（入門篇）　あなたへのメッセージ ㈱アズマックス 1999年版 41分 2 人権

21 人権ってなあに　第２巻（女性篇）　ジェンダー・フリー ㈱アズマックス 1999年版 25分 2
ジェンダー

女性差別/(社)神
奈川人権ｾﾝﾀｰ

21
人権って、なあに　第６巻　（子ども篇）
いきいき、生きる　子どもの権利とエンパワーメント

㈱アズマックス 2002年版 35分 1
子どもの人権

/(社)神奈川人権
ｾﾝﾀｰ

22
広がる未来！私が選ぶ …チャレンジする女性たち…
（内閣府男女共同参画局作成）

2005年版 29分 4 男女共同参画

32
快適な暮らしを求めて
－様々な家族のあり方と暮らしぶり－

ビデオ工房AKAME 2000年版 43分 1 家族

32 制服？　～公立中学校の場合～ ビデオ工房AKAME 1998年版 20分 1 学校

32 地域の虐待防止　～幼い命の悲鳴を救うために～ 東映（株）教育映像部 2001年版 26分 2 幼児虐待

32 出会い系サイトの危険 東映（株）教育映像部 2002年版 20分 1 非行、少年犯罪

32 子ども虐待　第１巻　子ども虐待を理解するために 新宿スタジオ 2001年版 31分 2 児童虐待

32 子ども虐待　第２巻　早期発見と初期対応 新宿スタジオ 2001年版 31分 2 児童虐待

32 出産時の看護　第１巻　誕生をめぐる新たな動き ジエムコ出版 2000年版 34分 1 日赤医ｾ・出産

32 出産時の看護　第２巻　フリースタイル模擬分娩に学ぶ ジエムコ出版 2000年版 40分 1 日赤医ｾ・出産

32 男女必修シリーズ　１　　出産　家族がかわる アーニ出版 20分 1 出産

32 男女必修シリーズ　３　　育児　授乳児のだっこ体験 アーニ出版 20分 1 育児

32 わたしたちのはなしを聞いて　子どもの権利条約 部落解放研究所 32分 1 子供の権利

32
ホームルームシリーズ　５
『子どもの権利条約』を子どもへ!
ランキン・タクシーとラップで歌おう

丸善 30分 1 子供の権利

32
ホームルームシリーズ　６　『いじめよ、とまれ!』
心のケガには笑いの花を

丸善 30分 1 いじめ

41 生きてます、１５歳。 東映（株）教育映像部 2003年版 22分 1 福祉

52
中学生のための性教育シリーズ
～第一巻　あなたの体は誰のもの？～

東映(株)　教育映像部 2002年版 15分 1 性教育

参考８



分類 タイトル 販売元 版年 時間 所蔵数 備考

52
中学生のための性教育シリーズ
～第二巻　ちゃんと知ってる？セックスのこと～

東映(株)　教育映像部 2002年版 15分 1 性教育

52
中学生のための性教育シリーズ
～第三巻　性感染症から身を守る～

東映(株)　教育映像部 2002年版 15分 1 性教育

52
ぼくのはなし　～命の尊さを知る～
初めて出会う性教育(アニメ)

株式会社　教配 12分 1 性教育

52
わたしのはなし　～体の大切さを知る～
初めて出会う性教育(アニメ)

株式会社　教配 12分 1 性教育

52
STD性感染症／エイズを防ぐ
～もう他人事ではすまされない～

毎日EVRシステム 25分 1
エイズ、性感染
症、性教育

52 避妊と性感染症予防　～ふたりで決める二人の世界～ 毎日EVRシステム 22分 1
性感染症、性教

育

52 幸せな明日のために－急増する十代の性感染症－ 東映（株）教育映像部 2001年版 26分 １ 性教育

52
性暴力をはねかえすためのビデオ
こんなときはノー！といおう
ＮＯ ＭＯＲＥ ＳＥＣＲＥＴＳ ＦＯＲ ＭＥ

アーニ出版 14分 1
児童虐待
性的虐待

52
心とからだ・くらしシリーズ　２　　こだわりから優しさへ
－中高年の性を考える－

桜映画社 33分 1 性

52 スクールセクハラ　１　小学校編 日本経済新聞社 25分 1 セクハラ

52 スクールセクハラ　２　中高校編 日本経済新聞社 25分 1 セクハラ

52 未来からのメッセージ　～知ってほしいエイズのこと～ 毎日EVRシステム 30分 1 エイズ

52 明るい性のはなし（１）　１０代のために 星の環会 70分 1 性教育

52 明るい性のはなし（２）　教師・保護者の方へ 星の環会 70分 1 性教育

52 みんなで学ぶ二次性徴～知ってほしい女の子のこと～ 毎日EVRシステム 20分 1 性教育

52 避妊/話してますか？カノジョとカレと 労働教育センター 20分 1 性教育

52 エイズ/本当にこわいのは何か！ 労働教育センター 30分 1
性教育
エイズ

52 思春期の光と影　１　異性とのかかわり 学校図書 15分 1 性教育

52 思春期の光と影　２　望まない妊娠 学校図書 15分 1 性教育

52 思春期の光と影　３　性感染症とエイズ 学校図書 15分 1 性教育

参考９
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